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刷
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。
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宇城市で輝くあなたを紹介
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ウ
キ

カ
ラ

⑫

profile

さん松
まつもと

本　宣
のぶひろ

博

第22回全日本シニアソフトテニス選手権大会優勝

昭和35年2月11日生まれの58歳。不知火町在住。趣味の魚釣りを封印し

て臨んだ全日本シニアソフトテニス選手権大会の男子ダブルス55歳の部

決勝では、愛知県のペアにストレート勝ちし、初優勝。好きな技は、相手

のエースボールを拾ったり、受け返すフォロー。宇土クラブ所属。宇城市

ソフトテニス協会理事長を務める。JA 熊本うき勤務。

　
「
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
面
白
さ
は
相
手
と
の
駆
け

引
き
。コ
ー
ス
を
読
み
合
い
、ミ
ス
を
誘
い
出
す
」

そ
う
話
す
の
は
、
９
月
に
佐
賀
県
で
行
わ
れ
た

全
日
本
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
で

優
勝
し
た
松
本
宣
博
さ
ん
。
前
衛
の
松
本
さ
ん

は
、
ボ
ー
ル
に
触
っ
て
い
な
い
時
に
も
相
手
に

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
、
常
に
チ
ャ
ン
ス
を
狙

い
ま
す
。
気
負
わ
ず
、
優
勝
を
思
い
描
き
、
つ

か
ん
だ
栄
冠
。
勝
負
を
決
め
た
時
、
23
年
間
ペ

ア
を
組
む
荒
木
義
幸
さ
ん（
天
草
郡
苓
北
町
）と

思
わ
ず
抱
き
合
い
、喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
そ
う
。

　
「
夢
は
、
連
覇
と
日
本
一
を
目
指
す
子
ど
も

た
ち
の
育
成
。
宝
く
じ
が
当
た
れ
ば
、
屋
根
付

き
の
コ
ー
ト
を
整
備
し
よ
う
か
な
」と
笑
う
松

本
さ
ん
。
退
職
後
は
、
指
導
者
と
し
て
の
活
動

を
始
め
る
予
定
で
す
。

　

常
に
、
国
内
外
の
ト
ッ
プ
選
手
の
試
合
な
ど

か
ら
最
新
の
戦
術
や
技
術
を
研
究
。
自
身
の
戦

術
を
組
み
立
て
ま
す
。
日
々
プ
レ
ー
に
磨
き
を

か
け
な
が
ら
、
思
い
描
く
未
来
へ
プ
ラ
ス
の
連

鎖
を
起
こ
し
続
け
ま
す
。

未
来
を
思
い
描
き
、
つ
か
む
勝
利

１

　　教育長を表敬

　　念願の初優勝
１
２

２

趣
味　
　
　

い
え
、
本
業
で
す

目
指
す
は
連
覇
。
研
究
は
尽
き
ま
せ
ん
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今月の表紙
人と人がつながる場所　街なか図書館

総人口　59,494人（508人）  －32

三　角　  7,543人　－  5
不知火　  8,830人　－  2
松　橋　25,913人　＋  9
小　川　12,937人　－32
豊　野　  4,271人　－  2

男　性　28,345人（230人）  －35
女　性　31,149人（278人）  ＋  3

世帯数　24,106世帯　＋10

10月の
出　生　  31人　死　亡　  72人
転　入　178人　転　出　169人

か
っ
こ
内
は
外
国
人
数
、
＋
−
は
前
月
比

人
の
う
ご
き

10
月
末
現
在

　今月の表紙は、松橋駅通り商店街にある街なか
図書館「濱まち」でボランティアをしている平山隆
夫さんと榎田菊江さんのすてきな笑顔。
　地域の人たちの憩いの場となっている同館。皆
さんにも知ってもらい、訪れてもらうきっかけに
なればと特集を組みました。どうぞご覧ください。

すてきな笑顔でお出迎え

  3
 特集　人と人がつながる場所　
　　　 街なか図書館

12 受章・表彰・表敬訪問

14 まちのわだい

20 平成29年度決算

24 竹崎季長由来の文化財や史跡を紹介

25 安心生活サポート協力会員養成講座

26 消費者トラブル注意報 / 安全・安心

27 読んでみたい論語

28 地域と共に歩む高校・支援学校

29
市任期付職員募集
一人で悩まないで人権相談

30
賢くみんなの年金学
みんなで学ぼうじんけん

31 パートナーシップ通信

32 市役所のこともっと知ってもらおう！

33 ビジネスサポートセンターからのお知らせ

34 市からのお知らせ

37 うきばさるこ♪イベントガイド

38 くらしの情報

40
図書館 / ウイングまつばせ / 不知火美術館
/ 街なか図書館

42 さしより野菜・たっぷり野菜プロジェクト

43 ほけんのページ

44
こども健診・相談 / 日曜 祝日当番医 ・ 薬局 /
子育て応援イベント / 相談 / 市税の納期限

46 みんなのひろば

47 市長コラム「不撓不屈」/ 宇城市公式 SNS

48 宇輝人

人
と
人
が
つ
な
が
る
場
所

　

宇
城
市
に
は
、
市
立
の
４
つ
の

図
書
館
の
ほ
か
に
、
地
域
の
人
た

ち
の
手
で
つ
く
ら
れ
た
２
つ
の
図

書
館
が
あ
り
ま
す
。

　

通
り
の
名
前
か
ら
、
街
な
か
図

書
館「
濱は
ま

ま
ち
」・「
出で
ま
ち町
」と
名
付

け
ら
れ
た
両
館
は
、
松
橋
町
に
あ

り
、
図
書
館
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
カ
フ
ェ
と
し

て
の
機
能
も
兼
ね
備
え
た
文
化
の

発
信
拠
点
、
人
と
人
が
つ
な
が
る

交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
に
開
館
し
、
も
う
す

ぐ
３
年
に
な
り
ま
す
が
、
場
所
が

分
か
ら
な
か
っ
た
り
、
な
ん
と
な

く
入
り
づ
ら
い
な
ど
の
理
由
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
中
で
も
、
ま
だ

一
度
も
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
人
も

多
い
よ
う
で
す
。

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
近
年

で
す
が
、
熊
本
地
震
を
き
っ
か
け

に
地
域
の
中
で
の
人
の
つ
な
が
り

や
世
代
を
超
え
た
交
流
の
大
切
さ

が
見
直
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

小
さ
な
空
間
で
す
が
、
居
心
地

が
よ
く
、
つ
い
長
居
し
て
し
ま
う

こ
の
図
書
館
。
訪
れ
て
み
る
と
、

あ
な
た
の
お
気
に
入
り
の
場
所
の

一
つ
に
加
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

街
な
か
図
書
館

特
集
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特集　人と人がつながる場所　街なか図書館

街なか図書館　濱まち

街なか図書館　出町

住所　宇城市松橋町松橋1157番地
　　　旧冨屋呉服店
　　　JR 松橋駅から約260ｍ、徒歩約3分
駐車場　5台
最寄りバス停　九州産交バス「松橋駅通り」
開館年月日　平成28年2月6日　蔵書数　6000冊
貸し出し　3冊（2週間）　年会費　無料
開館日　月・火・土・日曜　10時～18時
　　　　水曜　15時30分～17時30分（子ども広場）
運営　ボランティア（当番制）
連絡先　☎090-4341-9074（事務局 高尾さん）

住所　宇城市松橋町松橋521番地8
　　　旧はしば釣り具店
　　　松橋中学校正門西側、九州産交バス㈱松橋
　　　営業所から約500ｍ、徒歩約6分
駐車場　10台（道向かいにもあり）
最寄りバス停　熊本バス・九州産交バス
　　　　　　　「松橋中学校入口」
開館年月日　平成28年4月3日　蔵書数　3000冊
貸し出し　3冊（2週間）　年会費　500円
開館日　月・火・土・日曜　10時～18時
運営　蛇嶋  邦弘さん・和代さん夫婦
連絡先　☎32-0275（蛇嶋さん）

松橋
郵便局

松
橋
駅

ス
ー
パ
ー 旅館

181

14

266

街
な
か
図
書
館
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

1. 大きなテーブルでゆっくり　

　くつろげ団
だんらん

欒も楽しめます

2.3. 出町の外観

4. 元釣り具店だけあって、珍

　しい道具も飾ってあります

5. 家族で集めた本がいっぱい

1. 歴史講座で学んでいます

2. 濱まちの外観

3. ＪR 松橋駅からすぐ

4. 手作りの小物なども販売

5. 展覧会も開催しています

２

１

松橋中

181

14 松
橋
公
民
館

市商工会　
松橋支所

まちづくり観光課 

まちづくり推進係

宮﨑 美紀  主事

「地域で事業をしたい」、「地域の交流を深めたい」
「たくさんの人に地域の魅力を知ってもらいたい」　など
皆さんが考える地域への「思い」をかたちにしてみませんか。

地域の皆さんで仲間をつくり、自ら汗を流して行う地域づくり活動を応援します。
まずは、まちづくり観光課にご相談ください。
補助金の内容について詳しくは、市ホームページをご覧ください。

「まちのむらづくり応援団補助金」事業を活用しませんか

市ホームページは

こちらから⇒

４５

３

１

２

４５

３

開
館
ま
で
の
経
緯

　

市
立
松
橋
図
書
館
が
、
老
朽
化
・

耐
震
力
不
足
な
ど
で
維
持
が
困
難
と

な
り
、
平
成
27
年
７
月
に
閉
館
す
る

と
決
ま
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。

　

松
橋
町
の
高
尾
眞
知
子
さ
ん
や
一

森
綾
子
さ
ん
ら
が「
図
書
館
が
な
く

な
っ
た
ら
、
街
か
ら
文
化
が
失
わ
れ

る
。
ど
こ
か
に
図
書
館
を
つ
く
れ
な

い
か
」と
知
人
や
松
橋
駅
通
り
商
店

街
の
店
主
ら
に
呼
び
掛
け
た
こ
と
で

「
図
書
が
あ
る
商
店
街
を
創
ろ
う
会
」

が
発
足
し
ま
し
た
。

◆
濱
ま
ち

　

最
初
の
図
書
館「
濱
ま
ち
」は
呉
服

店
だ
っ
た
空
き
店
舗
を
改
装
す
る
こ

と
に
。
高
尾
さ
ん
ら
は
、
平
成
27
年

２
月
か
ら
週
１
回
の
ペ
ー
ス
で
、
区

長
や
市
議
、
商
店
主
な
ど
10
人
弱
で

話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。市
の「
ま

ち
の
む
ら
づ
く
り
応
援
団
補
助
金
」

を
受
け
、
松
橋
図
書
館
の
蔵
書（
約

６
０
０
０
冊
）や
カ
ウ
ン
タ
ー
、
書

架
な
ど
を
譲
り
受
け
、
開
館
へ
向
け

た
作
業
に
着
手
。
倉
庫
に
運
ん
だ
本

を
種
類
ご
と
に
並
べ
、
ラ
ベ
ル
を
貼

っ
た
り
、
書
架
の
配
置
を
考
え
て
棚

を
設
置
。
机
や
椅
子
は
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
を
巡
っ
て
安
く
購
入
し
ま

し
た
。
床
も
温
か
み
の
あ
る
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
に
自
分
た
ち
で
張
り
替
え
る

な
ど
約
１
年
を
か
け
、
平
成
28
年
２

月
６
日
に
開
館
し
ま
し
た
。

　
「
濵
ま
ち
」が
完
成
す
る
ま
で
に
、

約
50
人
が
作
業
に
参
加（
延
べ
人
数

３
５
１
人
）。
多
く
の
人
の
力
で
で

き
あ
が
っ
た
図
書
館
で
す
。

◆
出
町

　

二
番
目
の
図
書
館「
出
町
」は
、
釣

り
具
店
を
営
ん
で
い
た
蛇
嶋
邦
弘
さ

ん
と
和
代
さ
ん
夫
婦
の
店
舗
で
す
。

平
成
26
年
に
店
を
や
め
、
店
舗
を
地

域
の
た
め
に
使
え
な
い
か
と
人
が
集

ま
れ
る
場
所
と
し
て
改
装
し
て
い
ま

し
た
。
蛇
嶋
さ
ん
家
族
は
、
読
書
好

き
で
も
あ
り
、
蔵
書
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
学
校
も
近
く
、
図
書
館

に
は
も
っ
て
こ
い
の
場
所
。
補
助
金

は
受
け
ず
、
蔵
書
や
書
架
な
ど
を
譲

り
受
け
、
平
成
28
年
４
月
３
日
に
開

館
し
ま
し
た
。

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

街
な
か
図
書
館
は
、
両
館
と
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
濱
ま
ち
は
20
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
当
番
制
で
運
営
、
出
町
は
蛇
嶋

さ
ん
夫
婦
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
は
60
～

70
代
が
中
心
で
、
ほ
と
ん
ど
が
松
橋

町
在
住
で
す
。熊
本
地
震
で
被
災
し
、

仮
設
団
地
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
い
る
人

も
い
ま
す
。
職
業
や
趣
味
も
さ
ま
ざ

ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
生
か
し

た
幅
広
い
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。

図
書
を
借
り
る
に
は

　

そ
れ
ぞ
れ
の
館
の「
図
書
貸
し
出

し
カ
ー
ド
」に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

出
町
は
会
員
登
録
が
必
要
で
す（
年

会
費
５
０
０
円
。
運
営
費
に
充
て
ら

れ
ま
す)

。

　

貸
し
出
し
は
両
館
と
も
、
一
人
３

冊
ま
で
、
期
間
は
２
週
間
で
す
。

▲

両
館
オ
ー
プ
ン
時
の
様
子

　
　
　

濱
ま
ち
（
上
）・
出
町
（
下
）

問　まちづくり観光課　☎32-1906

私が担当です。　
お気軽にご相談

ください。
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直
木
賞
や
芥
川
賞
、
本
屋
大
賞
な
ど

の
受
賞
作
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
話

題
に
な
っ
た
本
は
い
ち
早
く
入
手
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
、
購
入
し
た
本
に
つ

い
て
は
、
図
書
館
だ
よ
り
を
発
行
し
た

り
、
市
の
広
報
紙
で
紹
介
し
た
り
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
濱
ま
ち
の
蔵
書
の
魅

力
は
、
む
し
ろ
古
い
本
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
古
い
本
だ
か

ら
と
い
っ
て
価
値
が
な
く
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
古
い
本
が
、
私
た
ち

に
知
恵
や
真
実
を
教
え
て
く
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
価
値
を
見
出
す
楽

し
さ
を
図
書
館
に
来
て
感
じ
て
も
ら
え

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

濱
ま
ち
で
は
、
松
橋
町
在
住
の
人
や

松
橋
町
出
身
の
人
が
出
版
し
た
本
は
、

地
域
と
し
て
大
切
に
し
、
伝
え
て
い
け

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、
有

料
で
飲
み
物
な
ど
を
提
供
し「
サ
ロ
ン
」

の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
が
、
郷
土
の

作
家
の
作
品
を
読
み
な
が
ら
、「
地
域

の
文
学
・
芸
術
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
な
サ
ロ
ン
」に
な
っ
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
元
高
校
の
社
会
科
教

師
で
戦
時
資
料
を
収
集
し
て
い
る
上
村

真
理
子
さ
ん
と
地
域
の
人
た
ち
が
共
に

歴
史
を
学
ぶ
場
を
設
け
、
将
来
に
役
立

て
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
の
本
は
、
い
た
だ
い
た
も
の
。

大
切
に
扱
っ
て
ほ
し
い
で
す
が
、
所
有

者
は
い
な
い
の
で
、「
私
の
図
書
館
」と

思
っ
て
気
軽
に
来
て
も
ら
い
、
遠
慮
せ

ず
自
由
に
本
を
手
に
取
っ
て
読
ん
で
も

ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　女性は職業が違っても子育てや料理など共通の話題がありますが、それに比べ

て男性は職業が違うと共通の話題が少なく、日常の中で共通の体験をするのが難

しいのではと感じます。悩みがあっても家族にも話せない人も多いようです。昔

の商店街の集まりなど、男性が集まって話す場は現代では少なくなりましたね。

私たち夫婦は、店を営んでお客さんの話などをたくさん聞いていたからか、ここ

を利用してくれる人は悩みなども話してくれます。逆に、私たちにもいろいろな

知識や情報を教えてくれるので、それをまた別の人に伝えることもできます。こ

の出町が、「男性の井戸端会議」ができるような場になればと思っています。

　また、作品の展示もしているので、作者に代わって制作過程や背景などをお話

したり、鑑賞に訪れた人と作者との橋渡しができるのもうれしいです。

　　塩
しおやま

山  善
よ し き

暉 さん（83）
　　　   ＝松橋町＝

　開館している日は、ほぼ毎

日利用しています。この付近

は、子どもの頃の遊び場でも

ありました。ボランティアの

人たちがそれぞれ地域のいろ

いろな話題や情報を持っていらっしゃるので、そ

れを吸収するために訪れています。市文化協会の

事務局長や松橋校区老人クラブの会長を務めてお

り、その段取りを考えたり頭の切り替えをするの

にもここを利用しています。来年の市民文化祭で

は、街なか図書館のコーナーをつくり、郷土史や

地元の人の書いた出版物を並べてみたいです。私

も絵を描いているので、展示してある作品をたく

さん鑑賞できてうれしいです。

　　吉
よしずみ

住  治
は る み

美  さん（49）
　　　 ＝松橋町＝

　八代市から引っ越してきま

した。出町の前を散歩してい

たときから気になってはいま

したが最初は入れませんでし

た。もともと読書が好きで読

み聞かせもしていたので、しばらくしてから思い

切って入ってみました。それからは、区長さんや

近所の皆さんとも話せ、手作りのものを持ち寄っ

たりもしました。この図書館のおかげで、区の行

事も参加しやすくなりました。濱まちでは、松橋

小の読み聞かせボランティアを紹介していただ

き、今はおはなし会にも参加しています。蛇嶋さ

んの薦めてくださる本は面白いです。ここに来る

とほっとし、ついつい長居してしまいます。

出
町
の
魅
力

濱
ま
ち
の
魅
力

街なか図書館の利用者にインタビュー

蛇
へびしま

嶋 邦
くにひろ

弘 さん（75）
＝松橋町＝

男性の井戸端会議の場に

高
た か お

尾 眞
ま ち こ

知子 さん（65）
＝松橋町＝

た
く
さ
ん
の
価
値
あ
る
本
が
あ
る

　

  

ひ
と
り
ひ
と
り
に
と
っ
て
の「
私
の
図
書
館
」に
な
れ
ば

蛇嶋さんおすすめの本

特集　人と人がつながる場所　街なか図書館

　
街
な
か
図
書
館
の
オ
ー
プ
ン
に
尽
力

し
た
高
尾
さ
ん
に
、
図
書
館
へ
の
思
い

や
濱
ま
ち
の
蔵
書
の
魅
力
を
語
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

▼平成29年2月には、伊藤忠記念財団から「青少年健全育成

　のための読書啓発の子ども文庫助成事業」として100冊の

　本を寄贈されました。小学生向けの良書があります。

▲ＮＨＫ連続テレビ小説「とと姉ちゃん」

　でおなじみの「暮らしの手帖」。戦後の

　物のない時代、アイデアや工夫で暮ら

　しを豊かにしていた時代を振り返り、

　暮らしの知恵も学べます。高尾さんの

　蔵書で「暮らしの手帖展」を開催したこ

　とも。写真の本は、寄贈されたもので、

　貸し出しもできます。

▲学校の教師などによる文芸誌

　「サロン」。編集者は中学校の

　国語の教師だった高尾さんの

　父、高尾九
く す お

州男さん。

▲昭和49年～54年に発行された松橋

　町の婦人会の読書グループによる文

　芸誌「ひまわり」。当時の生活や暮ら

　しの思い、感動、気付き、詩歌など

　がつづられています。

　当時松橋高校の生徒で、眼
が ん か

窩

　腫瘍で若くして命を失った森

　畑佐知子さんの作品集「神様へ

　の手紙」。死の1カ月前の昭和

　38年6月に出版されました。

▲

「
読
書
と
は
、
自
分
が
気
付
け
な
い

こ
と
を
気
付
か
せ
て
く
れ
る
も
の
」　　

　

そ
う
語
る
の
は
、
館
長
を
務
め
る
蛇

嶋
邦
弘
さ
ん
。新
聞
を
毎
日
３
紙
読
み
、

釣
り
具
に
詳
し
い
だ
け
で
な
く
、歴
史
、

考
古
学
、
読
書
な
ど
趣
味
も
多
彩
。
蝶

や
珍
し
い
植
物
の
話
、
子
育
て
の
話
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま

す
。
悩
み
が
あ
る
と
、
そ
れ
に
合
う
本

を
お
す
す
め
し
て
く
れ
ま
す
。
自
分
で

は
選
ば
な
い
よ
う
な
本
を
読
む
の
も
楽

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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　押し花教室の生徒さんが街なか
図書館のボランティアをしている
のがきっかけで、展覧会や体験会
の開催、小さな作品などの提供を
しています。熊本地震の余震が続
く中、作品の展示や体験会を行っ
たときは、被災された方たちが遠
くからも来てくださいました。こ
れからも、自分ができることで図
書館を知ってもらい、運営にも貢
献できたらうれしいです。ギャラ
リーでいろいろな分野の素晴らし
い作品を身近に鑑賞できるのも街
なか図書館の魅力ですね。松橋町
以外の皆さんにも、宇城市の図書
館・ギャラリー・憩いの場として
もっと利用してほしいです。

津
つ し だ

志田 千
ち え み

恵美さん（68） 
＝不知火町＝ 

押し花の展覧会や体験会を開催 

小
お の

野 雄
たけひろ

弘さん（79） 
＝不知火町＝ 

出町で初の個展を開催 

有
あ り た

田 有
ゆ き

紀さん（38） 
＝松橋町＝ 

「色彩の建築展」を開催 

　街なか図書館は、美術館のよう
な華やかさはありませんが、地域
の人々の交流の場であり、そこで
展示できたのは新鮮で面白かった
です。ボランティアの方も、あり
のままの自分を受け入れ見守って
くださり、自由に表現ができまし
た。ここは、居心地も良く、いつ
訪れても待ってくれている人がい
る「まちの縁側」のようなところだ
と思います。春にも濱まちで「身
体」をテーマにした展覧会を開く
予定です。美術家としてワーク
ショップやパフォーマンスなども
行い、子どもから大人まで幅広い
年代の人に楽しさを伝えられる表
現ができたらと思っています。

　退職を機に、宇城市に移り住み、
不知火美術館の絵画講座で本格的
に絵を始めました。津志田千恵美
さんが私の絵を見て気に入ってく
ださったのがきっかけで、展覧会
のお誘いをいただきました。私な
んかが個展を開いて大丈夫かなと
不安でしたが、ボランティアの方
たちから励ましてもらい、無事開
催できました。仕事柄、全国各地
を訪れましたが、街なか図書館の
ように住民の手で図書館をつくり
地域の活性化を行っているのはす
ごいことだと思います。出町の蛇
嶋さんご夫婦など素晴らしい人た
ちにも出会えてうれしいです。ま
たここで個展をやってみたいです。

▲押し花の作品と制作中の押し花

「優美」

「光と影と風」

展
覧
会
を
開
催
し
た
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

教室や会議にどうぞ。

学習スペースもあります。

使用料　1時間200円

・折り紙教室「折り鶴の会」

　（第２月曜  13時～）

・絵手紙教室

　（第１月曜  13時～）

・戦争学習会

カフェ濱まち　毎月第2水曜　カフェ出町　毎月第4水曜　いずれも午後1時～3時　参加費　200円

　「高齢社会を健康で楽しく過ごすために気兼ねなく語り合い、ともに歌い、憩いのひとときを」と、運営ボ

ランティアの福田知
と も こ

子さん（61）＝松橋町＝の提案で、今年8月から始まりました。

　「小学校の頃の思い出」など毎回テーマを決めて自己紹介。初めての人同士でも話が弾みます。何十年ぶり

に再会し、近況を話すこともあるそうです。地域包括支援センターとの連携も始まっています。

ボランティアの人や家族、地域の人の手作りの

小物や食品などを販売しています。この収益は、

図書の購入費などに充てられます。お子さんの

グッズもありますよ。コーヒーなどの飲み物も

有料で提供しています。

美術館と違って、静かに鑑賞しなくても大丈夫。

作者やボランティア、一緒に訪れた人と作品に

ついて語りましょう。絵画や書、押し花、地元

の学校とコラボした作品展などが開催されてい

ます。ミニコンサートや体験会も。

毎月のイベントは広報紙でも紹介しています。

今月は41ページをご覧ください！

展示料金　両館合わせて1週間1000円

特集　人と人がつながる場所　街なか図書館
図
書
館
の
役
割
以
外
に
も
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す

ショップ（濱まち）＆カフェ

オレンジカフェ

子ども広場（濱まち）

各教室（濱まち） ギャラリー

2人は松橋小の6年生。毎週のように、水曜の

子ども広場の時間に来ています。

「ここは落ち着いて居心地がよく、ボランティ

アさんも優しいです。子どもだけの時間として

空けてもらっているのはうれしいです。同じ小

学校の友だちでも、街なか図書館に行ったこと

がない人もいるので、すすめたいと思います」

本を読んだり、学習したりする子どもたちだけ

の特別な時間。

毎週水曜　15時30分～17時30分

峯
みねもと

元 優
ゆ い か

依香 さん（11）

＝不知火町＝

塩
しおむら

村 未
み く

来 さん（12）

＝松橋町＝

▲個展の来場者一人一人に感謝の気持

　ちを込めた絵手紙を送っています。

▲タマネギの皮などで染めた小物を展

　示（濵まち）。草木染の会会員による

　賛助出品の展示も行われました。

▲い草を使った伝統工芸とのコラボ作　

　品などを展示（出町）。

▲退職後14年で描いた風景画や家族　

　などの人物画を展示しました。

ポーチ・バッグ 手編みぼうし

ハーバリウム

ヘアゴム
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以
前
、
松
橋
町
の
郷
土
資
料
館

で
、
資
料
の
写
真
撮
影
や
説
明
書

き
、
展
示
な
ど
の
手
伝
い
を
し
て

い
ま
し
た
。
松
橋
図
書
館
・
資
料

館
が
閉
館
す
る
こ
と
を
知
っ
て
、

図
書
館
だ
け
で
な
く
、
資
料
館
に

代
わ
っ
て
、
地
域
の
こ
と
を
学
び

伝
え
る
場
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
と
き
に
、
高
尾
さ
ん
や
地
域
の

区
長
さ
ん
た
ち
と
出
会
い
、
図
書

館
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

　

私
は
出
身
は
違
い
ま
す
が
、
母

校
で
も
あ
る
松
橋
高
校
に
39
年
間

勤
め
、
こ
の
松
橋
が
大
好
き
で

す
。
地
域
を
調
べ
歩
き
、「
松
橋

三
十
三
観
音
マ
ッ
プ
」な
ど
を
作

成
し
ま
し
た
が
、
松
橋
に
は
、
地

域
で
祭
ら
れ
て
い
る
観
音
様
や
お

地
蔵
様
な
ど
た
く
さ
ん
の
宝
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
高
群
逸
枝
さ
ん

や
吉
沢
一
喜
さ
ん
な
ど
文
化
や
教

育
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
も
い
ま

す
。
私
た
ち
世
代
の
役
目
と
し

て
、
地
域
の
歴
史
や
習
わ
し
な
ど

を
後
世
の
人
た
ち
に
語
り
継
ぐ
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
世
代
で
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る

こ
と
、
記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ
と

で
も
、
次
の
世
代
に
と
っ
て
は
当

た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
歴
史
や
風
習
、町
並
み
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
地
域
の
昔

を
知
り
、
話
が
で
き
る
人
た
ち
が

地
域
の
中
に
は
ま
だ
ま
だ
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
人
た
ち
に
、
街
な
か
図
書
館
で

テ
ー
マ
を
設
け
て
話
し
て
も
ら
っ

た
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

行
っ
た
り
す
れ
ば
、
次
の
世
代
に

地
域
の
こ
と
を
学
び
伝
え
る
場
と

し
て
街
な
か
図
書
館
が
活
用
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

う
す
れ
ば
、
も
っ
と
地
域
の
良
さ

も
知
っ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

街なか図書館のこれからを考える

平ひ
ら
や
ま山 

隆た
か
お夫
さ
ん（
72
） 

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
＝
松
橋
町
＝

特集　人と人がつながる場所　街なか図書館

坂さ
か
も
と本 

耕こ
う
い
ち一
さ
ん（
69
） 

「
図
書
が
あ
る
商
店
街
　

を
創
ろ
う
会
」会
長

　
　
　
　
＝
松
橋
町
＝

　

商
店
街
の
中
に
あ
る
図
書
館
。

そ
こ
を
活
用
し
て
み
ん
な
が
集
ま

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
、

多
く
の
人
と
協
力
し
て
街
な
か
図

書
館
を
開
館
さ
せ
ま
し
た
。
実
際

に
図
書
館
が
で
き
て
、
訪
れ
た
お

客
さ
ん
が
商
店
街
の
各
店
に
も
立

ち
寄
っ
て
も
ら
え
て
い
る
の
は
う

れ
し
い
で
す
。
図
書
館
が
で
き
て

３
年
間
は
、
何
が
何
で
も
頑
張
ら

ね
ば
と
思
い
、
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
本
は
少
し
ず
つ
で
も
毎
月

購
入
し
、
展
覧
会
も
こ
じ
ん
ま
り

と
し
て
は
い
ま
す
が
、
気
軽
に
見

に
来
ら
れ
る
よ
う
な
雰
囲
気
で
、

年
間
通
し
て
開
催
で
き
て
い
る
の

は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
地
味

で
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
自
信

を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
年

配
の
人
は
常
連
さ
ん
も
多
く
来
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
親
子
連
れ
な
ど

若
い
世
代
の
人
の
利
用
が
少
な
い

で
す
。
こ
れ
か
ら
、
い
ろ
ん
な
年

代
層
の
人
を
取
り
込
む
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
か
が
課
題
で
す
。
こ

れ
ま
で
展
示
し
た
人
た
ち
が
一
堂

に
会
し
て
作
品
の
販
売
会
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。
作
品
を
展
示
し
て
い
る

人
も
、
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
え

れ
ば
励
み
に
な
り
ま
す
。
私
は
商

売
を
し
て
い
る
の
で
、
今
後
の
商

店
街
づ
く
り
も
課
題
で
す
。
店
が

少
な
く
な
っ
て
、
昔
の
商
店
街
の

面
影
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
若

い
人
で
何
か
手
作
り
し
て
い
る
人

な
ど
も
取
り
込
み
、「
駅
も
近
い

し
、
あ
そ
こ
に
行
け
ば
面
白
い

の
が
あ
る
」と
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
す
て
き
な
商
店
街
に
し
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
夢
を
見

な
い
と
ま
ち
づ
く
り
は
で
き
ま
せ

ん
。
希
望
は
捨
て
て
い
ま
せ
ん
。

　

街
な
か
図
書
館
は
、
図
書
館
と

い
う
か
た
ち
で
は
あ
り
ま
す
が
、

初
め
て
出
会
う
人
と
も
く
つ
ろ
い

で
話
が
で
き
る
場
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

現
代
は
社
会
全
体
が
忙
し
く
、

大
人
も
共
働
き
が
多
く
、
子
ど
も

た
ち
も
習
い
事
な
ど
で
、
家
庭
で

も
ゆ
っ
く
り
話
す
時
間
は
少
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か

し
、
ゆ
っ
く
り
本
を
読
ん
だ
り
、

人
と
話
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
、

人
生
に
お
い
て
必
要
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
街
な
か
図
書
館
に
は

人
生
経
験
豊
か
な
人
た
ち
が
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
相
談
も
で
き
、

ま
た
来
た
い
な
と
思
わ
せ
て
く
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

街
な
か
図
書
館
で
の
展
示
は
、

美
術
館
な
ど
と
比
べ
て
、
訪
れ
た

人
た
ち
が
趣
味
の
延
長
で
も
気
軽

に
、「
こ
こ
だ
っ
た
ら
自
分
も
展

示
し
て
み
た
い
」と
い
う
刺
激
や

創
作
意
欲
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

の
が
一
番
い
い
と
こ
ろ
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
た

ち
が
ゆ
く
ゆ
く
は
自
分
た
ち
の
ク

ラ
ブ
な
ど
仲
間
を
つ
く
り
、
美
術

館
な
ど
で
展
覧
会
を
開
催
で
き
れ

ば
、
宇
城
市
全
体
の
文
化
活
動
も

向
上
す
る
と
思
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
気
に
な
っ
て
い
る

の
が
、
何
か
集
ま
り
が
あ
る
と
き

に
、
女
性
に
比
べ
て
男
性
の
参
加

が
少
な
い
こ
と
で
す
。
市
で
は
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
が
開
か

れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
中
で

も
、
男
性
が
集
ま
り
、
宇
城
市
が

今
後
ど
う
な
っ
て
い
っ
た
ら
い
い

か
、
地
域
に
密
着
し
た
課
題
な
ど

を
真
剣
に
語
り
合
う
場
が
必
要
で

あ
り
、
街
な
か
図
書
館
が
そ
の
よ

う
な
地
域
づ
く
り
の
拠
点
に
な
っ

て
く
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

日頃、街なか図書館に関わっている人たちに、
街なか図書館について感じていること、課題や
今後の展望を聞きました。

上う
え
む
ら村 
博ひ
ろ
た
か孝
さ
ん（
72
） 

宇
城
市
文
化
協
会
会
長

　
　
　
　
＝
松
橋
町
＝

　

街
な
か
図
書
館
の
開
館
に
あ

た
っ
て
は
、
市
の「
ま
ち
づ
く
り

応
援
団
補
助
金
」を
活
用
さ
せ
て

も
ら
い
、
松
橋
図
書
館
の
蔵
書
や

書
架
な
ど
も
譲
り
受
け
、
街
の
い

ろ
い
ろ
な
人
た
ち
に
も
協
力
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
街
な
か
図
書
館

の
運
営
に
は
、
家
賃
や
光
熱
費
、

図
書
購
入
費
が
か
か
り
、
物
品
販

売
や
展
覧
会
の
収
益
だ
け
だ
と
確

か
に
厳
し
い
で
す
が
、現
在
は「
図

書
が
あ
る
商
店
街
を
創
ろ
う
会
」

の
会
費
や
賛
助
会
員
の
年
会
費
、

寄
付
金
な
ど
、
展
示
さ
れ
る
人
や

図
書
館
の
活
動
に
賛
同
し
て
く
だ

さ
る
人
た
ち
の
善
意
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
努
力
で
維
持

で
き
て
い
ま
す
。　

　

し
か
し
、
松
橋
町
と
図
書
館
に

近
い
不
知
火
町
以
外
の
人
の
利
用

は
今
も
少
な
く
、
若
い
世
代
の
人

た
ち
も
少
な
い
の
が
課
題
で
す
。

こ
の
宇
城
市
で
も
核
家
族
化
は
進

ん
で
お
り
、
実
家
か
ら
離
れ
て
暮

ら
し
て
い
る
若
い
家
族
も
多
い
で

す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
が
図
書
館

に
来
て
悩
み
を
相
談
で
き
た
り
、

逆
に
私
た
ち
が
知
ら
な
い
こ
と
を

教
え
て
く
れ
る
よ
う
な
交
流
の
場

に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
人

に
何
か
を
伝
え
ら
れ
る
こ
と
、
人

の
役
に
立
っ
て
い
る
と
感
じ
る
こ

と
は
、
ど
ん
な
年
代
の
人
で
あ
っ

て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
、
そ
れ
が

「
生
き
が
い
」に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
の
善
意
に

支
え
ら
れ
て
い
る
図
書
館
で
す
の

で
、多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

利
用
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い

ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら「
生
き
る

喜
び
」を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

宇
城
市
の
芸
術
作
品
を
発
掘
で
き

る
と
い
う
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
よ
。

地
域
の
課
題
を

　
　
話
し
合
う
場
に

世
代
を
超
え
た

　
生
き
が
い
の
場
に

一い
ち
も
り森 

綾あ
や
こ子
さ
ん（
75
） 

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
＝
松
橋
町
＝

地
域
の「
宝
」を

　
学
び
伝
え
る
場
に

新
し
い
商
店
街
の

　
　
　
　
　
拠
点
に
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受
章
・
表
彰
・
表
敬
訪
問

受
章
・
表
彰
・
表
敬
訪
問

10/9　瑞宝双光章（教育功労）受章

　教育の発展に多大な貢献をしたとして、元

松
まつあい

合小学校長の岩岡省吾さん（88）＝松橋町

＝、元小川中学校長の山下一
はじめ

さん（88）＝小

川町＝、元三角中学校長の坂口喬
きょうじ

次さん（88）

＝松橋町＝の3人が、高齢者叙勲の瑞宝双光

章（教育功労）を受章。市役所で伝達式が行わ

れました。

（左から平岡和徳教育長、山下さん、岩岡さん、
坂口さん）

10/9　アジアシニアボウリング大会出場

　12月に沖縄で開催される第15回アジアシ

ニアボウリング大会に、日本代表として出場

する谷昌樹さん（53）＝松橋町＝が、守田憲

史市長を表敬訪問しました。

　昨年6月、全日本シニアボウリング選手権

で優勝した谷さんは、その実績が認められ、

今回初めての出場となりました。

（左から守田市長、谷さん）

10/10　海上保安部着任あいさつ

　第十管区海上保安本部の遠山純
あ つ し

司本部長、

熊本海上保安部の池上浩之部長などが守田憲

史市長を表敬訪問し、着任のあいさつをしま

した。第十管区海上保安本部の管内事務所の

一つ、熊本海上保安部が三角町にあることか

ら、今回の訪問となりました。

（左から池上部長、守田市長、遠山本部長、第十
管区海上保安本部榎

えのきぞの

園英樹救護課長、熊本海上
保安部濵田靖管理課長）

1�0/17　�第18回全国障害者スポーツ大会

　　　　　2018で金メダル

　福井県で10月に開催された「第18回全国

障害者スポーツ大会2018」の陸上競技ジャ

べリックスロー（※）で金メダル、初挑戦した

砲丸投げでも銅メダルを獲得した入口真
ま み

美さ

ん（45）＝三角町＝が入賞の報告に市役所を

訪れました。

※�ジャベリックスローは、ターボジャブと呼ばれ
るやりを投げる競技。

10/18　地方教育行政功労者表彰

　地方教育行政において、その功労が特に顕

著な教育委員会の委員長、委員、教育長を文

部科学大臣が表彰する「地方教育行政功労者

表彰」で文部科学大臣表彰を受けた長
な が た

田政敏

さん（74）＝豊野町＝が平岡和徳教育長を表

敬訪問しました。長田さんは豊野町教育長や

町長、宇城市教育長を歴任。教育行政に尽力

しました。

（左から平岡教育長、長田さん）

有功者表彰

功労者表彰

11/1　宇城市表彰式

　市政の振興に寄与した人や市民の模範とな

る行為をした人に対する表彰が行われまし

た。表彰されたのは次の皆さんです。

有功者表彰（写真上　左から）

福永貴
たかみち

充さん（松橋町）  溝見友
ゆういち

一さん（松橋町）

尾﨑洋
よ う じ

治さん（三角町）  中村孝さん（小川町）

園田幸
ゆ き お

雄さん（右上　松橋町）

功労者表彰（写真下　後列左から）

田中道
みちやす

康さん（三角町）  中山正
ま さ み

美さん（松橋町）

桑原康
やすとし

壽さん（豊野町）  山内美
み わ

和さん（松橋町）

大嶋誠也さん（小川町）  滝
たきうえ

上勝也さん（小川町）

（前列左から）

長
な が た

田正敏さん（豊野町）  枝
え む ら

村肥
ともふさ

房さん（三角町）

前村輝也さん（豊野町）  林田京子さん（松橋町）

阪田キミヱさん（豊野町）  坂田和子さん（小川町）

坂田良夫さん（小川町）  山下信夫さん（豊野町）

鈴木唯夫さん（豊野町）

　次の皆さんも表彰されました。

江口徹
て つ ま

馬さん（三角町）  德永和代さん（不知火町）

福田次
つ ぐ こ

子さん（松橋町）

豊田雄二さん（善行者表彰：神奈川県大和市）

11/5　法務大臣感謝状伝達式

　3期9年間務めた人権擁護委員を9月に退任

した喜
き つ き

津木司朗さん（66）＝不知火町＝と坂

﨑秀
ひでなお

直さん（72）＝小川町＝に、法務大臣の

感謝状が伝達され、熊本地方法務局宇土支局

の玉
た ま り

利光
みつひろ

博支局長から感謝状が手渡されまし

た。2人は長年人権相談や人権教室などに取

り組んできました。

（左から守田市長、遠山明美宇土人権擁護委員協
議会会長、喜津木さん、坂﨑さん、玉利支局長）
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・まちのわだい・ ・まちのわだい・
詳しい内容は、市ホームページ
で読むことができます。

上本庄雨乞い太鼓「天神丸」

137年前の伝統を引き継ぐ

早
はやがく

楽の奉納を見学

10/9　三角町の郡浦神社で秋の例大祭に合わ
せて雨乞い太鼓が奉納されました。これは、雨乞
いや五穀豊

ほうじょう

穣を祈ったのが始まりとされるもの。
上本庄雨乞い太鼓保存会（片山哲也会長）の会員な
どが区から神社までの道を練り歩き、ゆっくりと
太鼓を叩く「道

みちがく

楽」に合わせて笛や鐘を鳴らしてい
ました。境内では、祈願のために早いテンポで太
鼓を叩く「早

はやがく

楽」が奉納された後、青海小の子ども
たちも元気いっぱいに太鼓の音を響かせていまし
た。片山会長は「先人が残した貴重な太鼓を大切
に保存し、引き継いでいきたい」と話していました。

10/12　体操教室が不知火体育館で開かれ、不
知火保育園と豊野保育園の年長児53人が参加し
ました。両園とそこで体操を教えているアブアス
クール（遠藤知道代表）が園児たちの交流を目的に
開いたもので7回目の開催。両園の合同チームで
リレーをした後、集中力などを養う「忍者ゲーム」
が行われ、「山」、「石」など先生の掛け声で、子ど
もたちは機敏にポーズをとっていました。1位に
なった豊野保育園の杉本依

い お な

皇奈ちゃん（5）は「家で
もいっぱい練習した。1位になれてうれしかった」
と笑みをこぼしました。

体操教室「わくわくちびっこフォーラム」

運動を通して園児の交流

忍者ゲームの「壁」のポーズ　手を伸ばしぴたりと静止

10/13・14　市物産展が小川町のイオンモー
ル宇城で開催され、野菜や新米、工芸品などを求
め、多くの人が来場しました。ステージでは、「肥
後こま」や「やうちブラザーズ」の観客を巻き込ん
だパフォーマンス、地元団体の小川一

いっぱち

八会やうき
神
み こ し

輿 & 鼓
こ こ

々一
いっしん

心会の踊りなどが披露され、観客席
からは笑い声や拍手が飛び交っていました。夫婦
で新米すくいに挑戦した田中功治さん（65）＝不知
火町＝は「あまりすくえなかったけれど、楽しめ
た。販売ブースで竹細工も出品し、風車がよく売
れた。来年も参加したい」とほほ笑んでいました。 

宇城市物産展「第14回宇城市食とモノの祭典」

宇城市の名産品・特産品が集結

市内外から訪れた多くの人でにぎわった販売ブース 

10/17　子育て中の母親同士が交流を深めなが
ら手作りの料理をシェアする会が松橋町の6区コ
ミュニティーセンターで開かれ、親子10組が参
加しました。子育ての負担軽減の手伝いができた
らと松橋町の藤本直子さん（37）と不知火町の杉
本遥さん（31）が企画したもの。この日は、昼食
だけでなく夕食用の唐揚げなども準備。参加者た
ちは、情報交換しながら調理を楽しみました。1
歳の娘と参加した松橋町の坂本知香子さん（37）
は「子どもたちが自由に遊べ、夕飯の準備までで
きた。また参加したい」と笑顔で話していました。

「シェアリ（育児も料理もシェアしてニコリ）のランチ & 夜ごはんシェア会」

料理シェアで子育ての負担を軽減

全員で作った豆腐ハンバーグランチが並んでいました

10/13　認知症を正しく理解してもらうフォー
ラムが小川町のラポートで開かれ、地元団体によ
る若年性認知症を題材にした劇や専門家による講
演、事例報告などがありました。宇城市認知症を
考える会、市、エーザイ株式会社の共催。講演で
は、鹿児島大学医学保健学科の牧

まきさこ

迫飛
ひ ゅ う ま

雄馬教授が、
体を動かしながら頭を働かすことや社会と積極的
につながることが大事だと伝えていました。事例
報告では認知症の家族を介護してきた吉田恵子さ
んらが、自らの体験を基に支援のあり方や早めに
検査を受けることの重要性などを訴えました。 

「認知症市民フォーラム in うき2018」

安心して暮らせる地域づくりを目指して

10/6　「第51回RKK県中学校器楽合奏コンクー
ル」が開かれ、不知火中学校マンドリン部が最優
秀賞を受賞しました。12校が参加した中学校Ｂ
の部では４校が金賞。不知火中は金賞の中から1
校だけ選ばれる最優秀賞に輝きました。これは第
43回以来8年ぶりのことです。
　3年生で部長の江口花

は な び

美さんは「昨年は銀賞だっ
たので、今年の目標は金賞だった。最優秀賞と呼
ばれたときには全く予想していなかったので、み
んなで顔を見合わせて驚いたけれど、とてもうれ
しかった」と喜びを語りました。

不知火中マンドリン部

マンドリンの演奏で最優秀賞

最優秀賞に輝いた不知火中マンドリン部の部員たち

いにしえの作曲家たちも応援

運動と脳のトレーニングを組み合わせた体操も実践
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・まちのわだい・ ・まちのわだい・

脳卒中についての講演がありました

会場全体で「さんぽ」を合唱

10/26　何らかの事情で家庭での養育が受けら
れなくなった子どもたちに、温かい愛情と正しい
理解を持った家庭環境での養育を提供する「里親
制度」。社会全体で子どもを育てることの大切さ
を伝えるための講座が市役所で開かれました。里
親の種類や条件、県の現状などの説明があり、市
在住の養育里親から、里親になったきっかけや受
け入れ後の家族の変化など実体験に基づいた話も
ありました。参加者からは「周りの人にも伝えた
い。もし里親になる人がいたら地域の一人として
支えたい」などの声が上がっていました。

里親講座

まずは制度を知り、一人一人ができることで支援を

地域全体で里親を見守ってほしいと説明がありました

車椅子の児童生徒は、教員らが2階へ抱えて上りました

10/22　松橋支援学校と豊川小学校が、震度7
の地震により津波が発生したとの想定で、合同避
難訓練を行いました。
　松橋支援学校は、周辺の海抜が低く校舎も平屋
建てのため、児童生徒90人は徒歩や車椅子で豊
川小学校の2階へ避難。地震発生から避難完了ま
でかかった時間は12分30秒でした。
　松橋支援学校では、熊本地震の経験から車椅子
での避難経路の確認や避難所での過ごし方などに
ついて生徒自身が調べるなど災害に関する学習に
も力を入れています。

松橋支援学校と豊川小学校が合同避難訓練

災害を忘れずに津波対策を考える

10/26～28　三角西港一帯で、あこうの樹の会
が開催されました。これは、三角西港を舞台に絵
画や手芸、三曲（筝

そう

・三
さんげん

絃・尺八）やハワイアンの
演奏など日頃培った成果を発信しようとの思いで
開かれているもので、今年で10回目。秋空の下、
多くの来場者でにぎわいました。
　初日には、法の館で四

し ま る

丸省司さん、前田明
め い こ

子さ
んによる朗読も行われました。新聞記事や投稿の
読み上げや、リクエストに応えた絵本の朗読など、
来場者はバラエティ豊かな朗読を楽しんでいまし
た。

「第10回あこうの樹の会」

三角西港から文化発信

園児たちも真剣に耳を傾けていました

10/21　済生会みすみ病院で「健康フェスタ」が
開かれました。この日は天候にも恵まれ、過去最
多となる1,304人の来場者でにぎわいました。
　病院内には外科手術疑似体験やお薬相談などさ
まざまなコーナーが設けられ、コーナーを巡るス
タンプラリーには家族連れなどが多数参加。参加
者たちは、普段はなかなかできない体験を楽しみ
ながら健康について学びました。また、メインス
テージでは地元保育園や小学校の楽器演奏などに
加え、健康づくり講演会も開かれ、来場者は聞き
入っていました。

10/21　小川町のビジネスサポートセンターで
未就学児を対象にしたイベントが開かれました。
これは、市が取り組む起業家支援セミナーなどに
参加している、市内の母親たちが企画したもの。
親子でゆっくり楽しめる時間を作ろうと田中友
里さん（29）＝小川町＝が中心となり初めて開催
しました。看板やチラシなど全てを手作りし、お
菓子のつかみ取りなど6種類ができるチケットを
500円で販売。子どもたちはお目当てのブースで
楽しみました。田中さんは「今後も親子が楽しめ
るイベントをしていきたい」と話していました。

ママたちが企画した「ワンコインまつり」

子どもも大人もみんなが笑顔になれた1日

欲しいものを釣ったお菓子・おもちゃ釣りのブース

10/18　関西フィルハーモニー管弦楽団による
オーケストラ公演が、豊川小学校で行われ、全校
児童や地域住民など約300人が迫力ある生演奏を
楽しみました。クラシックの名曲や日本民謡のメ
ドレーなどの演奏や、弦楽器・木管楽器など各楽
器の音を出しながらの紹介、同小器楽部によるア
コーディオンなどでの協演もあり、最後は、6年
の廣田彩

あ や な

七さんの指揮によるオーケストラの伴奏
で校歌を合唱しました。廣田さんは「オーケスト
ラの生の演奏の音とみんなの歌声に挟まれて迫力
があった」と笑顔で話していました。

文化庁「文化芸術による子供の育成事業」豊川小学校で関西フィルハーモニー管弦楽団の演奏

プロの迫力ある演奏を体感

「第9回済生会健康フェスタ」

必見！体験！楽しいけん！
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・まちのわだい・ ・まちのわだい・

10/27　地域の人たちとのふれあいの場「健康
かがやき祭」が熊本南病院で開かれ、約650人が
訪れました。健康への関心を高めてもらおうと、
同院が毎年開催。訪れた人たちは、医師と共に胃
などの模型を使った内視鏡検査や看護師らによる
血糖値測定などを体験しました。他にも、ひまわ
り保育園児による太鼓演奏や生活習慣病の改善の
大切さを訴える医学講演、松橋中吹奏楽団による
コンサートなども行われていました。天草市から
訪れていた小井手フイ子さんは「健診を受けてみ
ようと考えるきっかけになった」と話しました。

熊本南病院「第11回健康かがやき祭」

交流を深めながら健康づくりを

モニターを確認しながら操作した内視鏡操作体験

　宇城市民文化祭が小川町のラポートで開かれ、
多くの来場者でにぎわいました。これは、文化や
伝統に触れることで、市民文化の向上と発展を目
指すことを目的として開かれているもので、宇城
市文化協会（上村博孝会長）の主催。
　ステージでは、市民がコーラスやカラオケ、ダ
ンス、日本舞踊など、日頃の練習の成果を披露。
来場者からは大きな拍手が送られていました。展
示コーナーでは、書や絵画、パッチワーク、盆栽
などさまざまな作品が並び、訪れた人はそれぞれ
の感性が表現された作品に見入っていました。

10/31　第37回工場緑化推進全国大会が東京
都で開かれ、小川町の株式会社ケイ・エフ・ケイ
小川が、工場緑化を積極的に推進し工場内外の環
境向上に顕著な功績のあった工場として、日本緑
化センター会長表彰を受賞しました。
　工場建設時から、自然を壊さず周辺景観に適合
できるように、200本のクヌギを植栽するなどの
緑地整備を実施していることなどが評価されまし
た。芝生地は、地域住民もグラウンドゴルフを楽
しめるよう開放されており、ドクターヘリの発着
にも使用されています。

10月27日・28日　11月3日・4日「宇城市民文化祭」

芸術の秋を体感
株式会社ケイ・エフ・ケイ小川が日本緑化センター会長表彰を受賞

緑とふれあえる環境づくりに貢献

ロビーには所狭しと作品が並んでいました地域住民にも開放されている広場

10/28　三角東港の海のピラミッド前広場でピ
ラミッドヨガフェスタが開かれました。地元のヨ
ガ愛好家らによる実行委員会が主催。3回目とな
る今年は約300人が参加しました。
　9人の講師により、初心者から上級者向けまで
の幅広い内容で実施。広場の芝生にヨガマットを
敷き、海辺の開放的な雰囲気の中、ヨガを楽しん
でいました。参加者からは「一度にいろいろな先
生の講座を受けることができたのがとてもよかっ
た。野外の雰囲気もリラックスできた」との感想
が聞かれました。

11/4　認知症高齢者の捜索訓練が、不知火町御
領5区の児童公園であり、区民や消防団など約60
人が参加しました。認知症を正しく理解しながら、
捜索の心構えや対応方法を学ぼうと初めて企画さ
れたもので、同区の主催。参加者は4班に分かれ、
行方不明者を捜索。服装などの情報を頼りに区内
を探し、発見するとゆっくりと近づき優しく声を
掛けながら保護。対策本部が置かれた公園に連れ
帰りました。区長の松尾恵介さん（67）は「区民約
700人のうち3割が60代を超えている。備えてお
くことで、冷静な対応につながれば」と話しました。

「第3回ピラミッドヨガフェスタ」

海風を感じながらヨガを楽しむ
不知火町御領5区で認知症高齢者の捜索訓練

備え、方針を立てることで冷静な対応につなげる

開放的な雰囲気でヨガを楽しみましたグループで捜索方法を確認

10/28　不知火体育館で郡市対抗ミニバレー大
会が開かれました。これは、県婦人会連絡協議会
が毎年、会員相互の親睦と健康増進を目的に実施
しているもので、昨年に引き続き、宇城市で開催
されました。
　開会式では守田憲史市長が「宇城市へようこそ。
ミニバレーの後は温泉やおいしいもので宇城市を
満喫してください」とあいさつ。参加した16チー
ム（うち宇城市は3チーム）による熱戦の結果、昨
年度優勝の宇城市Ａチームが今年も準優勝の好成
績を収めました。

県婦人会連合会「第15回郡市対抗ミニバレー大会」

スポーツを通じて交流を深める

見事準優勝に輝いた宇城市Ａチーム

19 広報うき 2018・12・1 18広報うき 2018・12・1



歳
入

　
　

熊
本
地
震
に
伴
う
災
害
関
連
事
業
を
中
心

に
、
前
年
度
予
算
を
繰
り
越
し
て
執
行
し
た
経

費
が
約
68
億
円
あ
り
、
そ
の
財
源
と
な
る
国
・

県
支
出
金
や
地
方
債
、
繰
越
金
が
増
加
し
た
こ

と
で
、
歳
入
決
算
額
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
自
主
財
源
で
あ
る
市
税
は
新
築
家

屋
の
増
加
や
熊
本
地
震
に
よ
る
減
免
期
間
の
終

了
な
ど
に
よ
り
約
2
億
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
依
存
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
、
合

併
特
例
期
間（
平
成
17
年
度
か
ら
10
年
間
）の
終

了
に
よ
り
、
合
併
団
体
に
対
し
割
増
し
加
算
さ

れ
て
い
る
額（
約
11
億
円
）の
5
割
が
減
額
さ
れ

る
な
ど
、
総
額
と
し
て
減
少
し
ま
し
た
。

歳
出

　
目
的
別
経
費

　
　
児
童
福
祉
や
障
が
い
福
祉
、
生
活
保
護
な
ど

の
民
生
費
が
最
も
多
く
全
体
の
約
28
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
次
い
で
保
健
衛
生
や
清
掃
費
な
ど

の
衛
生
費
が
約
20
％
と
、
熊
本
地
震
に
伴
う
災

害
廃
棄
物
処
理
費
に
よ
り
前
年
の
約
13
％
か
ら

大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
性
質
別
経
費

　
　
人
件
費
や
扶
助
費
、
公
債
費
で
構
成
さ
れ
る

義
務
的
経
費
が
全
体
の
約
40
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
人
件
費
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
児
童
福

祉
や
障
が
い
福
祉
な
ど
の
扶
助
費
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
投
資
的
経
費
で
あ
る
災
害
復
旧

事
業
費
や
物
件
費
、
補
助
費
は
、
災
害
廃
棄
物

処
理
業
務
委
託
や
被
災
者
支
援
の
た
め
の
補
助

金
な
ど
、
熊
本
地
震
関
連
経
費
に
よ
り
大
幅
に

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

決 算平
成
29
年
度
　市民の皆さまが納めた税金や使用料などの
収入をどのような支出に使ったのかなど、市
の財政状況と平成 29 年度決算の概要をお知
らせします。

問　財政課財政係　☎ 32-1111

具体的にはこんな費用です

目的別経費
①議会費　市議会運営のための費用
②総務費　庁舎管理、税務事務、戸
　籍事務、地方創生や企画などに使
　われる費用
③民生費　高齢者、子ども、障がい
　者などへの福祉のために使われる
　費用
④衛生費　ごみ、し尿、リサイクル
　などの環境対策、保健事業などに
　使われる費用
⑤農林水産業費　農林水産業の振興
　などに使われる費用
⑥商工費　商工業や観光の振興など
　に使われる費用
⑦土木費　道路、公園、河川などの
　整備や管理などに使われる費用
⑧消防費　消防、防災、災害対策や
　救急活動などに使われる費用
⑨教育費　小・中学校教育、社会教
　育やスポーツ振興の教育分野で使
　われる費用
⑩災害復旧費　災害に遭った公共施
　設を復旧させる費用
⑪公債費　市の借金を返済する費用

性質別経費
●人件費　市議会議員・各種委員の
　報酬や市職員に支払った給料など
●扶助費　生活保護や子ども、高齢
　者などに対する各種福祉の助成、
　手当、医療費給付など社会保障の
　ための費用
●公債費　市の借金を返済する費用
●普通建設事業費　小・中学校、道
　路、公園などの建設や改修のため
　の費用
●物件費　旅費、消耗品や委託料な
　ど他の経費に属さない消費的な費
　用
●繰出金　下水道や国民健康保険な
　どの会計へ繰り出したもの

歳入

歳出
平成 29 年度決算

399 億 1,185万円

376 億 899 万円
一般会計　
実質 17 億 1,472 万円の黒字決算
　歳入から歳出を単純に差し引くと 23 億 286 万円の
黒字となりますが、このうち平成 30 年度に繰り越し
て使う経費（財源）が 5 億 8,814 万円ありますので、こ
の額を除いた実質的な収支額は、17 億 1,472 万円の
黒字となります。

歳出は目的別、性質別の 2 つの区分で表しています。

具体的にはこんな収入です

A自主財源
　市が自分で確保できる収入
①分担金および負担金　保育料など
　特定の事業に充てるために徴収す
　るお金
②使用料および手数料　施設の使用
　料や証明書の交付にかかる手数料
③繰越金　前年度からの繰越金
④諸収入　延滞金、預金利子、複写
　機使用料など

B依存財源
　国や県から交付されるお金や借入
　金など
⑤地方交付税　地方公共団体が一定
　水準の仕事ができるよう国から交
　付されるお金
⑥地方譲与税　特定の国税を一定の
　基準で国が配分するお金
⑦国庫・県支出金　特定の事務事業
　に対し国や県から交付されるお金
⑧市債（借入金）　道路などの社会資
　本整備や農業基盤整備などの事業
　のために借り入れたお金

市民１人当たりの納税額
市民税　　　39,793 円（23億6,054万円）
固定資産税　47,901 円（28億4,155万円）

※ 平成 29 年度末の人口 59,321 人で計算
軽自動車税　3,411 円（2億    232万円）
市たばこ税　7,204 円（4億2,734万円）

歳入

目的別

性質別

市民１人当たりの経費［633,991円］

①分担金および負担金（0.6％）
　2億4,282万円

②使用料および手数料（0.8％）
　3億894万円

③繰越金（5.3％）
　21億2,056万円

④諸収入（1.6％）
　6億2,754万円

その他（1.6％）
6億3,550万円
・寄附金　3億2,300万円
・財産収入　　4,416万円
・繰入金　2億6,834万円

市税（14.6％）
58億3,175万円

⑤地方交付税（26.1％）
　104億2,231万円

⑦国庫支出金
　（19.6％）
　78億2,565万円

⑦県支出金
　（11.6％）
　46億3,988万円

⑥地方譲与税（0.8％）
　3億46万円

⑧市債（14.3％）
　56億9,320万円

各種交付金12億6,324万円（3.1％）
・利子割　　　　　　 　　922万円
・配当割　　　　　　  　1,287万円
・株式等譲渡所得割　  　1,851万円
・地方消費税　　　10億7,439万円

・ゴルフ場利用税　   3,988万円
・自動車取得税　　   7,326万円
・地方特例　　　　   2,741万円
・交通安全対策特別　  770万円

A自主財源
　（24.5％）
　97億6,711万円

B依存財源（75.5％）
　301億4,474万円

①議会費（0.6％）
　2億753万円［3,499円］

③民生費（28％）
　105億1,608万円
　［177,274円］

④衛生費（19.6％）
　73億7,059万円
　［124,249円］

⑤農林水産業費（6.9％）
　25億9,306万円
　［43,712円］

⑥商工費（0.6％）
　2億1,369万円
　［3,602円］

⑦土木費（8.6％）
　32億4,764万円
　［54,747円］

⑧消防費（2.5％）
　9億5,555万円
　［16,108円］

⑨教育費（6.9％）
　26億279万円
　［43,876円］

⑩災害復旧費（4.6％）
　17億4,573万円
　［29,429円］

⑪公債費（10.8％）
　40億4,722万円
　［68,226円］

②総務費（10.9％）
　41億911万円
　［69,269円］

人件費（11.7％）
44億1,395万円

［74,408円］

扶助費（17.4％）
65億4,437万円

［110,321円］

公債費（10.8％）
40億4,722万円

［68,226円］

普通建設事業費（9.3％）
35億105万円

［59,019円］

投資的経費
（14％）
52億6,680万円

［88,785円］

義務的経費（39.9％）
150億554万円

［252,955円］その他の経費（46.1％）
173億3,665万円

［292,251円］

災害復旧事業費（4.7％）
17億6,575万円

［29,766円］

物件費（19.5％）
73億4,298万円

［123,784円］

維持補修費（1.3％）
4億9,477万円

［8,340円］

補助費等（15.6％）
58億6,613万円

［98,888円］

積立金（2.0％）
7億3,698万円

［12,424円］

投資・出資・貸付金（0.4％）
1億5,283万円

［2,576円］

繰出金（7.3％）
27億4,296万円

［46,239円］
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※地方財政状況調査の数値によりま
　す。



（単位：％）

　決められた特定の事業を行う場合に、特定の収入を
その事業に充てるため、一般会計とは区別して 5 つ
の特別会計と 3 つの企業会計を設けて経理を行って
います。どの事業も私たちの暮らしを支えるために欠
かせない大切な事業ですが、特定の収入だけでは運営
できず赤字経営の会計があります。特に企業会計にお

ける収支は、実質的には赤字で、一般会計から多額の
赤字補てん補助金を支出することで経営を成り立たせ
ています。特別会計や企業会計の経営悪化は一般会計
の経営悪化につながるため、公営企業の経営戦略を策
定し、独立採算性の原則に基づいて経営改善に努めて
いきます。

特別会計・企業会計

会計名 歳　入 歳　出 形式収支

特別会計

国民健康保険 100億7,599万円 95億2,788万円 5億4,811万円
後期高齢者医療 6億9,281万円 6億8,906万円 375万円

介護保険 68億6,666万円 65億9,280万円 2億7,386万円
奨学金 3,388万円 2,230万円 1,158万円

簡易水道事業 2億913万円 2億94万円 819万円

企業会計
水道事業 13億516万円 16億262万円 ▲2億9,746万円

下水道事業 17億9,905万円 22億8,600万円 ▲4億8,695万円
市民病院事業 5億5,470万円 5億3,487万円 1,983万円

H25 H26 H27 H28 H29 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 ― ― ― ― ― 12.6 20.0

連結実質赤字比率 ― ― ― ― ― 17.6 30.0
実質公債費比率 13.1 12.2 11.9 11.7 11.1 25.0 35.0
将来負担比率 66.4 58.6 41.3 40.7 26.1 350.0

　市の予算をより身近に感じていただけるように、平
成 29 年度一般会計決算を家計に置き換えた「うき家
の家計簿」を作成しました。カッコ内は前年と比べた

増減額を表しています。
（注）家計簿の金額は一般会計の決算額の1万分の2（0.02%）
　　相当額となっています。

うき家の家計簿

収入合計　798 万 2 千円

給料
356万3千円（▲7万5千円）
・固定給116万6千円
　市民税などの市税
・変動給239万7千円
　地方交付税など

家賃収入
11万9千円（＋2千円）
分担金および負担金・
財産収入など

実家からの援助
249万3千円（＋59万7千円）
国庫・県支出金

銀行からの借入
113万9千円（＋32万3千円）
市債

預貯金の取り崩し
5万4千円（▲32万6千円）
繰入金

雑収入
19万円（＋8万6千円）
諸収入、寄附金

前年の余り
42万4千円（＋25万5千円）
繰越金

支出合計　752 万 2 千円

生活費※
235万1千円（＋53万円）
人件費、物件費

医療費・学費など※
130万9千円（＋2万円）
扶助費

ローンの返済※
81万円（▲2万3千円）
公債費

家の増改築費
70万円（＋17万3千円）
普通建設事業費

子どもへの仕送り
54万9千円（▲9千円）
繰出金

預貯金
14万7千円（▲11万5千円）
積立金

税・自治会への会費
117万3千円（＋15万4千円）
補助費など

その他
48万3千円（▲9千円）
災害復旧費など

平成 29 年度決算

　健全化判断比率は、次の表にある 4 つの指標で表
します。指標のいずれかが早期健全化基準を超えると
早期健全化計画を策定し自主的な健全化を図らなけれ
ばならず、財政再生基準を超えると財政再生計画を策
定し国などの関与による確実な再生が求められます。
　実質公債費比率と将来負担比率は改善しています

が、県内 45 市町村の中で、下位に位置しています。
　それぞれの比率は、財政健全化の取り組みにより毎
年改善していますが、今後は地方交付税の減額の影響
などにより、悪化する可能性があるため、歳出削減な
どによる基金（貯金）の増資と市債（借金）の減少を
引き続き図っていく必要があります。

健全化判断比率

　平成 29 年度のうき家の収入を見ると、固定給と変
動給を合わせた給料が全体の約 49％しかなく、実家
からの援助と銀行からの借り入れによって、何とか生
活ができている状況だということが分かります。
　支出では、生活費や医療費が増え、年間の最低限必
要な経費（※）は約 447 万円になりました。収入のう

ち固定給は 117 万円ほどしかないことから考えると、
厳しい状況であることが分かります。
　変動給である地方交付税などは今後、合併特例期間
の終了などにより減っていくと見込まれるので、生活
費などの支出を見直し、節約するところとお金を使う
ところをはっきり区分していくことが必要です。

今後減っていく収入への対応が必要です

収
入（
歳
入
）

支
出（
歳
出
）

　一般家庭の借金に相当する市債は、道路整備や公共施設建設
など一時的に多額の資金が必要になる場合などに発行します。
道路や施設などは長期間利用されるため、世代間の負担を均衡
化させる目的があります。市債残高は、近年減少傾向でしたが、
災害などの影響により増加しました。

　一般家庭の預貯金に相当する基金には、年度間の財源の歳入
歳出の不均衡を調整する財政調整基金や市債の償還に必要な財
源を確保し債務を軽減するために積み立てる減債基金、教育や
地域振興など特定の目的のために積み立てる特定目的基金があ
ります。平成 29 年度は、熊本地震からの早期復興を目的に、
県支出金を財源とした平成 28 年熊本地震復興基金約 5.4 億円
を新たに積み立てています。

基金
137億6,240万円

前年度比   ＋13億9,851万円
市民1人当たり     231,999円

市債
477億8,530万円

前年度比   ＋10億4,376万円
市民1人当たり     805,538円

基金と市債
600

500

400

300

200

100

0
H25 H26 H27 H28 H29

（億円）

市債残高
基金残高

　

平
成
29
年
度
決
算
額
は
、
市
発
足
以
来
最
大

と
な
り
ま
し
た
。
主
な
要
因
は
、
熊
本
地
震
関

連
経
費
で
、
約
95
億
円
を
支
出
し
ま
し
た
。
災

害
廃
棄
物
処
理
事
業
や
公
共
施
設
の
復
旧
事
業

は
お
お
む
ね
完
了
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
災
害

公
営
住
宅
や
防
災
拠
点
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
の

復
興
に
向
け
た
事
業
に
多
く
の
財
源
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限

が
、
5
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
合
併
特
例
債

に
は
発
行
上
限
が
あ
る
た
め
、「
あ
れ
も
こ
れ

も
」と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
復
興
事
業
や
老
朽

化
に
伴
う
施
設
改
修
工
事
な
ど
を
控
え
る
市
に

と
っ
て
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。
今

後
も
有
利
な
地
方
債
を
活
用
し
つ
つ
、
将
来
を

見
据
え
た
合
理
的
な
施
設
整
備
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

一
方
で
、
収
入
の
１
／
４
を
占
め
る
普
通
交

付
税
は
、
合
併
算
定
替（
割
増
交
付
）の
段
階
的

縮
減
に
よ
り
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ

た
財
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
業
務
の
民
間

委
託
や
事
業
の
民
営
化
、
指
定
管
理
者
制
度
を

活
用
し
た
公
共
施
設
運
営
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
後
も
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を
構

築
す
る
に
は
、
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
へ
の
転

換
が
急
務
で
す
。
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
推

進
し
、
必
要
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
や
向
上

に
取
り
組
み
な
が
ら
、「
選
択
と
集
中
」を
念
頭

に
お
い
た
効
率
的
・
効
果
的
な
財
政
運
営
を

行
っ
て
い
き
ま
す

持
続
す
る
ま
ち
づ
く
り
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竹
崎
季す
え
な
が長
由
来
の

文
化
財
や
史
跡
を
紹
介

　
鎌
倉
時
代
、
日
本
を
揺
る
が
せ
た
蒙
古

襲
来
に
お
い
て
活
躍
し
、
そ
の
様
子
を
描

い
た「
蒙も
う
こ古
襲し
ゅ
う
ら
い来
絵え
こ
と
ば詞
」の
制
作
を
指
示

し
た
武
士
、
竹
崎
季
長
。

　
そ
し
て
、
季
長
出
生
の
地
と
さ
れ
、
地

頭
と
し
て
任
じ
ら
れ
た
地
、
宇
城
。

　
宮
内
庁
三
の
丸
尚し
ょ
う
ぞ
う蔵
館か
ん
所
蔵
の「
蒙
古

襲
来
絵
詞
」が
17
年
ぶ
り
に
熊
本
で
特
別

公
開
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ
て
、
宇
城
に
残

る
季
長
由
来
の
文
化
財
や
史
跡
を
紹
介
し

ま
す
。

　
く
ま
も
と
文
学
・
歴
史
館
で
公
開
さ
れ

る
真
本
の
、後
世
に
制
作
さ
れ
た
摸
本（
上

図
）で
あ
る
市
指
定
有
形
文
化
財
を
特
別

公
開
し
ま
す
。

日
時　
12
月
8
日（
土
）　
13
時
～
15
時

場
所　
塔
福
寺　
小
川
町
東
海
東
45

期
間　
12
月
24
日（
月
・
振
休
）ま
で

　
※
休
館
日　
月
・
木
曜

（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

開
館
時
間　
10
時
～
17
時

場
所　
市
立
郷
土
資
料
館

　
　
　
豊
野
町
糸
石
３
８
１
８

入
館
料　
無
料

問
い
合
わ
せ　
市
立
郷
土
資
料
館

　
☎ （
45
）２
１
０
２

　
市
立
郷
土
資
料
館
で
は
企
画
展
示
期
間

中
、
レ
プ
リ
カ
を
展
示
。
12
月
4
日（
火
）

か
ら
場
面
を
入
れ
替
え
ま
す
。

　
く
ま
も
と
文
学
・
歴
史
館
の
館
長
で
、

竹
崎
季
長
研
究
者
の
服
部
英
雄
館
長
が
、

季
長
の
地
元
、
宇
城
市
で
講
演
し
ま
す
。

季
長
は「
海
東
」で
は
な
く「
海
頭
」と
書
い

て
い
た
？

季
長
は
ど
こ
で
生
ま
れ
た
の
か
？

「
蒙
古
襲
来
絵
詞
」に
は
何
が
描
か
れ
て
い

る
？
な
ど
季
長
と
宇
城
市
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
。　

　
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
、
宇
城
市
で
最

も
有
名
な
作
品
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
講
演
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

講�

師　
く
ま
も
と
文
学
・
歴
史
館

服
部
英
雄
館
長

日
時　
12
月
9
日（
日
）13
時
～
14
時

場
所　
市
役
所
新
館　
第
2
会
議
室

　
※
事
前
申
し
込
み
不
要
。
参
加
無
料
。

問�

い
合
わ
せ　
文
化
課 

文
化
財
世
界
遺

産
係　
☎ （
32
）１
９
５
４

竹崎季長絵詞（塔福寺所蔵）

塔
福
寺
特
別
公
開「
竹
崎
季
長
絵
詞
」

講
演
会「
蒙
古
襲
来
絵
詞
と
竹
崎
季
長
」

宇
城
市
立
郷
土
資
料
館　
企
画
展
示

「
蒙
古
襲
来
絵
詞
の
ふ
る
さ
と
」

安 心 生 活 サ ポ ー ト
協 力 会 員 養 成 講 座

受 講 生 募 集

　生活する中で、買い物やごみ出しなどに困って
いる地域の高齢者を支援する協力会員の養成講座
を開催します。
　いつまでも安心して暮らし続けることができる

「お互いさまのまちづくり」を目指して。皆さん
の参加をお待ちしています。

対象　市在住の人　
定員　30 人　参加費　無料
内容　介護保険制度、サポーターのマナー、傾聴
　　　講座、認知症の理解、介護実習
申込方法　電話、FAX　
申込期限　12 月 13 日（木）

日 時　12 月 20 日（木） 
　　　10 時～ 15 時 30 分
場 所　中央公民館

問　宇城市社会福祉協議会
　　　　　　　地域福祉課
　　　　 ☎   32 － 1316
　　　　FAX  32 － 6455

買い物支援の利用会員と近所の協力会員の声

　とてもきちっとした方で
す。最初は遠慮もあったけ
れど、付き合いが長くなり、
今では家族のように何でも
話せます。

利 用 会 員
　最初はぎこちなかったけ
れど、回数を重ねるうちに

「お元気かな？何をされて
いるかな？」と訪ねるのが
楽しみになりました。

協 力 会 員

支 援 内 容

現在、89 人の協力会員がいます

買 い 物

その他
・掃除
・洗濯物干し
・布団干し

など

ご み 出 し

電 球 交 換

牛
乳

納
豆

支 援 の 流 れ

宇城市安心生活
サポート事業

市社会福祉協議会
サポートセンター

利用会員 協力会員

私
に

で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば

　
　
お
手
伝
い
し
ま
す

買
い
物
に
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
わ

利用会員の
相談内容に合わせて

手伝いができる
協力会員を調整します

※利用対象は、
　介護保険要支援
　1・2 の認定者、
　または
　総合事業対象者
　に限ります。

住民相互の
支え合い

相談・申し込み 調 整 ・ 依 頼
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今月の紹介者
消費者トラブル
注意報 商工振興課

☎32−1604

思いがけない高額請求
　　　チラシを見て頼んだ廃品回収

※少しでも怪しいなと思ったときは「消費生活センター☎33－8277」「消費者ホットライン☎188」へどうぞ。
「消費者トラブル注意報」は、国民生活センターからの全国的な情報をもとに掲載しています。　

見守るくん 
イラスト：黒崎　玄

慎重にね

　
市
内
小
中
学
校
で
は
、「
論
語
」を
学
ぶ
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
論
語
」は
、
古
代
中
国
の
思
想
家
、
孔
子
の
教
え
を
弟
子
た
ち
が
書
き
記
し
た

も
の
で
、
人
と
し
て
の
生
き
る
道
や
考
え
方
、
道
徳
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
教
訓
と
し
て
活
用
し
て
い
る
事
例
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

論
語

読
ん
で
み
た
い

●投げ込みチラシなどを見て事業者に廃品回収を依頼する場合、チラシに記　
　載されている金額で契約できるとは限りません。事前に複数の事業者から
　見積もりを取り、料金だけでなく作業内容も比較検討しましょう。
●作業終了後に突然高額な金額を請求されるケースもあります。契約時や作
　業開始前に追加料金がないか確認しましょう。
●作業時は家族や周りの人に立ち会ってもらうことも大切です。

アドバイス

　他県に住む親がチラシを見て、廃品回収を事業者に依頼した。
チラシには「廃品回収代金が8万円」と書かれていたが、実際には
47万円請求され、支払ってしまった。　（当事者：80歳代　男性）

　不用品の処分をしてもらおうと、投げ込みチラシの事業者に電
話をすると「費用は3万円くらい」と言われたが、実際に家に来て
もらうと30万円を提示された。高いとは思ったが、仕方なく支
払った。　　　　　　　　    　　　　　　　　　（60歳　女性）

知っとこ！

安
全
・

　
　
安
心
宇城警察署
☎33-0110

　

年
末
を
控
え
、
熊
本
県
警
察
で
は
、
自
治
体
、
関
係
機
関
・
団
体
、
酒

類
提
供
業
界
と
一
丸
と
な
り
、
飲
酒
運
転
根
絶
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

取
り
締
ま
り
や
交
通
安
全
教
育
、
広
報
な
ど
を
強
化
し
、「
飲
酒
運
転
を

絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」と
い
う
意
識
を
浸
透
さ
せ
、

飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

飲
酒
運
転
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
許
さ
な
い

推
進
内
容

 

・
広
報
啓
発
の
強
化

・
安
全
運
転
管
理
者
等
選
任
事
業
所
と
の
連
携
強
化

・
交
通
安
全
教
育
の
推
進

・
不
適
切
な
飲
酒
や
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
に
つ
い
て
の

　

相
談
な
ど
へ
の
適
切
な
対
応

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」と
は
、
自
動
車
で

仲
間
と
飲
食
店
に
行
く
場
合
に
、
お
酒
を
飲
ま
な

い
人（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）を
決
め
、
そ
の
人
が

仲
間
を
安
全
に
自
宅
ま
で
送
り
届
け
る
運
動
で
す
。

12
月
1
日（
土
）～
10
日（
月
） 

は
、

飲
酒
運
転
根
絶
広
報
啓
発
強
化
期
間 

で
す
。

その44

小
川
小
学
校
６
年

 

谷た
に
ぐ
ち口　

昂こ

う

き生 

さ
ん

　

こ
の
論
語
は
、
ぼ
く
に
と
っ
て
目
標

と
な
る
も
の
で
す
。
こ
の
論
語
を
目
に

し
た
と
き
、
ぼ
く
は
今
ま
で
の
人
生
を

通
し
て
、
努
力
を
し
た
こ
と
が
あ
ま
り

な
か
っ
た
と
自
分
の
心
の
中
で
思
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
こ
の
論
語
の

よ
う
に
努
力
を
し
て
み
る
と
、
た
く
さ

ん
の
良
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、運
動
会
で
は
団
長
と
し
て
、

団
を
ま
と
め
る
こ
と
を
頑
張
り
ま
し

た
。
ぼ
く
の
団
は
、
惜
し
く
も
負
け
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
努
力
し
て
最
後
ま

で
や
り
通
し
た
達
成
感
と
み
ん
な
か
ら

最
後
に
も
ら
っ
た
大
き
な
拍
手
が
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
自
分

が
放
課
後
に
頑
張
っ
て
い
る
サ
ッ
カ
ー

の
活
動
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
練
習
で
勝

て
な
か
っ
た
人
に
、
勝
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
水
泳
大
会
で
は
、
平
泳
ぎ
が

少
し
で
も
速
く
な
る
よ
う
に
先
生
方
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
っ
か
り
聞
い
た

り
、
平
泳
ぎ
の
ビ
デ
オ
を
見
た
り
し
て

努
力
を
重
ね
ま
し
た
。
五
十
メ
ー
ト
ル

で
は
、
去
年
よ
り
タ
イ
ム
が
十
秒
近
く

速
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
ぼ
く
は
こ

の
論
語
が
ま
す
ま
す
好
き
に
な
り
ま
し

た
。ぼ
く
が
下
を
向
い
て
い
る
と
き
は
、

こ
の
論
語
を
思
い
出
す
こ
と
で
、
顔
を

上
げ
て
前
へ
進
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
論
語
を
大
切
に

し
、
た
く
さ
ん
の
努
力
を
し
て
、
で
き

な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
。

先
生
は
言
わ
れ
た
、

｢

若
者
た
ち
は
驚
く
べ
き
存
在
だ
。
こ
れ
か
ら
出
て
く
る
人
材
が
自
分

た
ち
よ
り
劣
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。若
い
者
は
努
力
す
れ
ば
、

将
来
は
今
の
人
以
上
に
立
派
な
人
に
な
る
で
あ
ろ
う
。」と
。

子し

曰い

わ
く
、

「
後こ
う
せ
い生
畏お
そ

る
べ
し
。
焉
い
ず
く
ん
ぞ
来ら
い
し
ゃ者
の
今い
ま

に
如し

か
ざ
る
を
知し

ら
ん
や
。」と
。
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市内の高校・支援学校の取り組みを紹介

松橋高校 小川工業高校 松橋支援学校 松橋西支援学校 松橋東支援学校

地域と共に歩む 高校・支援学校 vol.16

high school／
specialsupport education schools

市
任
期
付
職
員
募
集

　

熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
に
向
け
、
一
定

期
間
に
限
り
増
加
す
る
業
務
に
対
し
て
、

任
期
を
定
め
た
職
員
を
採
用
し
ま
す
。

採
用
区
分

　

任
期
付
職
員（
任
期
を
定
め
て
採
用
さ

れ
、
1
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
が
常
勤

職
員
と
同
じ
職
員
）

職
種　
建
築

主�

な
業
務
内
容

　

市
有
建
築
物
の
整
備
・
保
全
事
業

受
験
資
格（
平
成
30
年
10
月
末
時
点
）

①�

行
政
機
関
、
民
間
企
業
な
ど
で
、
建
築

物
の
設
計
、
工
事
発
注
、
工
事
監
理
や

施
工
管
理
業
務
に
従
事
し
た
職
務
経
験

が
通
算
5
年
以
上
あ
る

②�

行
政
機
関
や
指
定
建
築
確
認
検
査
機
関

で
、
建
築
指
導
な
ど
の
業
務
に
従
事
し

た
職
務
経
験
が
通
算
5
年
以
上
あ
る

※
詳
し
い
条
件
は
、確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

採
用
予
定
数　
1
人

任
用
期
間　
2
年

受
付
期
間　
12
月
3
日（
月
）

～
平
成
31
年
1
月
11
日（
金
）

試
験
日
時

第�

1
次
試
験　
書
類
選
考
に
よ
り
合
否
を

決
定
し
ま
す
の
で
試
験
は
行
い
ま
せ
ん
。

第
2
次
試
験　
平
成
31
年
2
月
9
日（
土
）

申
込
用
紙
の
請
求

　

本
庁
総
務
課
と
支
所
総
合
窓
口
課
に
あ

り
ま
す
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封

筒
の
表
に「
宇
城
市
職
員
採
用
試
験
申
込

書
請
求
」と
朱
書
き
し
、
返
信
用
封
筒（
角

形
２
号
）に
宛
先
、
郵
便
番
号
を
明
記
し

１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
を
同
封
し

て
、
総
務
課
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

申
込
方
法

　

市
指
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
送
ま
た
は
総
務
課
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
、
封
筒
の

表
に「
宇
城
市
職
員
採
用
試
験
申
込
」と
朱

書
き
し
、
必
要
事
項
を
記
入
し
た
申
込
用

紙
と
、返
信
用
封
筒（
長
形
3
号
）に
宛
先
、

郵
便
番
号
を
明
記
し
82
円
切
手
を
貼
っ
た

も
の
を
同
封
し
、
必
ず
簡
易
書
留
郵
便
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で

　
　
　
　
　

  

人
権
相
談

人
権
相
談
と
は

　

日
常
生
活
で「
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
」と
感
じ
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
が
お
話
を
聞
き

人
権
を
守
る
た
め
に
必
要
な
助
言
を
し
た

り
、
関
係
機
関
を
紹
介
す
る
な
ど
、
解
決

の
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。

　

差
別
、
い
じ
め
、
家
庭
内
暴
力
、
近
隣

と
の
も
め
事
な
ど
幅
広
い
内
容
に
つ
い

て
、
常
設
・
特
設
の
会
場
で
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

常
設
相
談
所　

と　
き　
月
・
水
・
金
曜
の
９
時
～
16
時

と
こ
ろ　
熊
本
地
方
法
務
局
宇
土
支
局

12
月
の
特
設
相
談　
13
時
～
16
時
ま
で

人
権
擁
護
委
員
の
活
動

　

毎
月
１
回
、
市
内
の
仮
設
住
宅
で
開
く

「
ど
ぎ
ゃ
ん
会
」の
茶
話
会
・
ゲ
ー
ム
な
ど

に
参
加
し
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
相
談

を
受
け
る「
寄
り
添
い
支
援
活
動
」を
行
っ

て
い
ま
す
。

10
月
27
日　
人
権
フ
ェ
ス
タ（
三
角
会
場
）

　
ス
テ
ー
ジ
で
活
動
状
況
を
報
告
し
ま
し

た
。
ま
た
、
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
で
は
園
児

や
児
童
に
、
人
権
ビ
デ
オ
や
紙
芝
居
を
見

て
も
ら
い
ま
し
た
。

「教育相談」を行っています

◆
3
日
（
月
）　
防
消
火
避
難
訓
練　
［
松
橋
高]

◆
3
日
（
月
）
～
7
日
（
金
）

　
人
権
週
間　
［
松
橋
西
支
援
］

◆
5
日
（
水
）

　
小
川
工
高
と
の
交
流　
［
松
橋
西
支
援
］

◆
7
日
（
金
）　
授
業
参
観　

 ［
松
橋
東
支
援
］

　
8
日
（
土
）　

　
公
開
授
業
研
究
会　
［
松
橋
支
援]

◆
14
日
（
金
）

　
長
距
離
走
大
会
［
松
橋
高]

　
（
高
・
専
門
学
科
）
2
校
合
同
駅
伝
大
会

　
（
高
・
普
通
科
）
松
支
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

［
松
橋
支
援]

◆
15
日
（
土
）

　
文
化
祭（
北
辰
祭
※
一
般
開
放
）［
小
川
工
高]

◆
19
日
（
水
）・
20
日
（
木
）

　
松
橋
小
と
の
交
流　
［
松
橋
西
支
援
］

◆�

21
日
（
金
）

　
2
学
期
終
業
式　

[

小
川
工
高
・
松
橋
支
援

・
松
橋
東
支
援
・
松
橋
西
支
援]

◆
25
日
（
火
）　
2
学
期
終
業
式
［
松
橋
高
］

◆
1
月
8
日
（
火
）
3
学
期
始
業
式　
［
5
校
］

◆
1
月
9
日
（
水
）
～
12
日
（
土
）

　
1
年
修
学
旅
行
［
小
川
工
高
］

各校の行事予定 12/1 ～ 1/12

小
川
工
業
高
校

北
ほくしんさい

辰祭（文化祭）を開催します

松
橋
支
援
学
校

北辰祭にぜひ足を運んでみてください
　本校の文化祭である北辰祭を、12 月 15 日（土）
に開催します。「感動～一瞬の勝負、一生の記憶～」
をテーマに、昨年度以上のものにしようと生徒会
を中心に企画を進めています。
　例年、ステージ発表では工業科の研究発表、小
川コンテスト（クラス発表や得意技の披露）など
を、教室や実習棟では全国大会に出場するエコ電
カーや各クラスからの展示などを行っています。
　また、各工業科で制作した作品の展示や、各科
によるバザーも行い、工業高校ならではの文化祭
として、大変にぎわう一日となります。クリスマ
スにちなんだ企画も検討中です。
　日頃から地域の皆さまには、本校教育にご理解
とご支援をいただき感謝しております。ぜひ北辰
祭に足を運んでみてください。

特別支援教育の側面からさまざまなバックアップ
　本校では、地域の学校などからの要請に応じ、
巡回相談や電話・来校による「教育相談」を行っ
ています。例えば、「子どもが授業中に席を離れ
て動き回ることが多く見られる」「文字の読み書
きや数の理解が難しい」など行動面や学習面で気
になることがあり、何らかの支援の手立てを考え
ることがあります。
　その際、各学校で開かれる支援会議などに、本
校所属の特別支援コーディネーターが参加するな
どして、助言や支援のアイデアを提供しています。
　このように、地域の子どもたちが伸び伸びと成
長していくことができるよう、特別支援教育の側
面からさまざまなバックアップをしています。子
どもの支援などについてご相談がありましたら、
所属する学校などを通してご連絡ください。

エコ電カー バザー

と
き

と
こ
ろ

委
員

4
日（
火
）
豊
野
公
民
館

横
尾

古
賀

7
日（
金
）
本
庁
新
館

三
角
・
平
中

西
田

11
日（
火
）
三
角
セ
ン
タ
ー
宮
川

前
田
信
幸

13
日（
木
）
中
央
公
民
館

（
不
知
火
）
前
田
博
幸

西
山

14
日（
金
）
ラ
ポ
ー
ト（小

川
）
遠
山
・
山
口

高
岡

一緒に頑張りましょう

人
権
擁
護
委
員
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

熊
本
地
方
法
務
局
宇
土
支
局

　
☎（
22
）０
３
２
０

人
権
に
関
す
る
電
話
相
談

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０
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参 加 者 募 集

vol.169

熊本東年金事務所　☎096－367－2503
市民課 国保年金係　☎32－1417

賢く
　みんなの 年 金 学

み
ん
な
で
学
ぼ
う

じ
ん
け
ん

生涯学習課
人権教育係

☎32－1934

パートナーシップ
通信

人権啓発課男女共生係
☎32－1708

世
界
人
権
宣
言
か
ら
70
年

日本年金機構ホームページの　

「ねんきんネット」新規登録画面

から登録してください。

「ねんきんネット」の利用には登録が必要です

パソコンやスマートフォンで24時間いつでも年金記録を確認できる「ねんきんネット」。
自身の年金記録を基に、さまざまなパターンの年金受給見込額の試算もできます。

年金記録の確認

将来の年金見込額の確認

電子版「ねんきん定期便」の閲覧

各種通知書の確認　　　　など

「ねんきんネット」でできること

▼利用対象　基礎年金番号を持っている人
　※ 昭和61年4月以前に年金受給権が発生した

　　老齢年金受給者は利用できません。

知っていますか？「ねんきんネット」

　年金記録や

将来の年金受給見込額を確認して

未来の生活設計について

考えてみませんか。

「ねんきんネット」については

熊本東年金事務所　　　　　　　☎ 096-367-2503
「ねんきんネット」専用ダイヤル　☎ 0570-058-555

　

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人

大
虐ぎ
ゃ
く
さ
つ
殺
、
日
本
の
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
侵し
ん

略り
ゃ
く、
米
国
に
よ
る
広
島
・
長
崎
へ
の
原

爆
投
下
…
。
戦
争
は
人
権
を
踏ふ

み
に
じ

り
、
多
く
の
尊
い
命
を
奪う
ば

い
ま
し
た
。

　

第
２
次
世
界
大
戦
後
、
各
国
の
代
表

者
た
ち
は
、
人
権
侵
害
を
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
国
内
問
題
と
し
て
放ほ
う
ち置
し
て
い
た

こ
と
が
虐
殺
や
戦
争
に
つ
な
が
っ
た
と

反
省
し
、
世
界
の
平
和
を
実
現
す
る
た

め
に
は
各
国
が
協
力
し
て
人
権
を
守
る

努
力
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
確
認
し

合
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
70
年
前
の

１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
12
月
10
日
、

パ
リ
の
国
連
総
会
で
世
界
人
権
宣
言
が

採さ
い
た
く択
さ
れ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
今
日
ま
で
、
国
連
で
は
世

界
人
権
宣
言
の
理
想
を
現
実
の
も
の
に

し
よ
う
と「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条

約
」や「
女
子
に
対
す

る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の

差
別
の
撤て
っ
ぱ
い廃
に
関
す

る
条
約
」、
近
年
で
は

２
０
１
４（
平
成
26
）

年
に
日
本
が
批ひ

じ
ゅ
ん准
し
た「
障
害
者
の
権

利
に
関
す
る
条
約
」な
ど
、
多
く
の
人

権
条
約
が
結
ば
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
条
約
は
人
権
侵
害
を
受
け
て
き
た

人
々
の
権
利
を
守
る
た
め
、
性
別
や
肌

の
色
に
よ
る
差
別
や
虐
ぎ
ゃ
く
た
い
待
な
ど
の
具
体

的
な
人
権
侵し
ん
が
い害
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
日
本
で
は
、
世
界
人
権
宣
言
が

採
択
さ
れ
た
日
で
あ
る
12
月
10
日
ま
で

の
１
週
間
を「
人
権
週
間
」と
定
め
、
毎

年
、全
国
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
演
会
、

映
画
会
な
ど
の
人
権
に
関
す
る
催
も
よ
お
し
が

開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

宇
城
市
で
も
、
10
月
か
ら
全
５
回
で

「
人
権
フ
ェ
ス
タ
in
う
き
し
」を
開
催
し

て
い
ま
す
。
12
月
１
日（
土
）は
松
橋
会

場
、
８
日（
土
）は
不
知
火
会
場
で
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に「
一

人
一
人
の
人
権
」や「
か
け
が
え
の
な
い

命
」に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
人
権
フ
ェ
ス
タ
in
う
き
し
」

の
詳
細
は
こ
ち
ら 

→

家族で作ろう！　　　　　
米粉クリスマスケーキ

　カスタードやスポンジケーキ、フルーツなど
を器の中で層状に重ねたケーキ「トライフル」を
家族で楽しく作りませんか。
　今回は米粉で作ります。小麦粉で作るケーキ
とは一味違った仕上がりになりますよ。今年の
クリスマスケーキは家族で作ってみませんか。
日時　12月22日（土）　13時～15時
場所　宇城市保健福祉センター

対象　市在住の子ども（年長～小学生）と
　　　その保護者　※ 未就学児託児あり
参加費　無料　定員　先着10組
申込方法　電話　申込期限　12月10日（月）
問 人権啓発課 男女共生係　☎32－1708

「
よ
か
ボ
ス
宣
言
企
業
」
紹
介 

①

済
生
会
み
す
み
病
院

　

今
月
か
ら
、
宇
城
市
内
で「
よ
か
ボ
ス
宣
言
」を

実
施
し
た
事
業
所
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
１
回
目
は「
済
生
会

み
す
み
病
院
」で
す
。
宣

言
内
容
の「
う
ま
か
も
ん

ば
適
度
に
飲
み
食
い
し
、

定
期
的
に
運
動
を
行
い
、

健
康
で
幸
せ
な
生
活
を

楽
し
み
ま
す
」と
い
う
一

文
に
、
健
康
を
推
進
す

る
医
療
機
関
の
ボ
ス
ら
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

同
院
で
は
、
平
成
25
年
か
ら
３
年
間
、「
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
。

各
部
署
か
ら
メ
ン
バ
ー
を
選
任
し
て
毎
月
協
議
を

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
線
か
ら
業
務
効
率
化
の
た

め
に
部
署
を
超
え
て
協
力
し
あ
う
具
体
的
な
取
り

組
み
を
考
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
終
業
時
に
職
員
が
集
ま
り
、
残
業
す
る

職
員
を
確
認
す
る
な
ど
、
定
時
で
帰
宅
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
推
進
。
他
に
も
、
職
員
向
け
通
信
で

職
員
の
紹
介
リ
レ
ー
の
実
施
、
事
務
職
員
の
早
出

遅
出
勤
務
の
導
入
、
有
給
休
暇
の
取
得
目
標
日
数

を
定
め
て
各
職
員
の
取
得
日
数
を
貼
り
出
す
な

ど
、
積
極
的
に
働
き
方
改
革
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市男女共同参画推進委員のご紹介③

　本年度から男女共同参画社会推進委員会へ参加す
ることになりました。男性も女性も一人の人間とし
て、それぞれの個性を生かし、活躍できる地域・社
会づくり、そして環境づくりが大切だと思います。
この委員会への参加をきっかけに、みんながもっと
輝ける社会を目指していきたいです。さまざまな活
動を通して学び・考え、そして行動へと移せるよう
に頑張りたいと思います。

趣味　スポーツ観戦

座右の銘　「開心見誠」

堤 優紀

　私は、幸いなことに女性差別を受けた経験はあり
ません。しかし、仕事に加え家事・育児に追われる
母の姿や時に見掛ける女性差別に首をかしげること
があり、そのときに対応することができないのは、
私の勉強不足であると気付かされました。私の身近
にも「おなごだろ」「男んくせに」そんな言葉を口にす
る人がいます。男性も女性も人として違いのない社
会を目指して、日々活動していきたいと思います。

趣味　読書、踊り　

座右の銘　「できるだけ、やれるだけ」

稲田 さゆり

庄し
ょ
う
の野
弘ひ
ろ
ゆ
き幸 

院
長
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Ｑ１

Ｑ２

Ｑ３

ビジネスサポートセンター
　　　　　からのお知らせ

宇城市ビジネスサポートセンター
　宇城市小川町江頭33番地

問　商工振興課  しごと創生係
　　☎32-1604　FAX34-3558

    shokoshinkoka@city.uki.kumamoto.jp

Business Support Center
　
〝
働
き
方
改
革
〟を
実
現
す
る

　
「
あ
し
た
式
」人
事
評
価
制
度
セ
ミ
ナ
ー

　
～
育
成
型
人
事
評
価
制
度
で
人
材
育
成

　
　
　
　
　
　
・
業
績
ア
ッ
プ
を
実
現
～

　
「
社
員
の
離
職
率
を
改
善
さ
せ
た
い
」、

「
求
人
募
集
を
出
し
て
も
人
材
が
確
保
で

き
な
い
」、「
管
理
職
を
育
成
し
た
い
」、

「
生
産
性
を
上
げ
て
業
績
を
向
上
さ
せ
る

方
法
が
分
か
ら
な
い
」と
い
っ
た
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
㈱
あ
し
た

の
チ
ー
ム
と
共
催
し
ま
す
。

日
時　
12
月
７
日（
金
）14
時
～

講
師　
営
業
本
部  

第
３
営
業
部 

　
　
　
熊
本
支
社  

室
原  

慎
平  

支
社
長

対
象　
宇
城
市
内
や
近
隣
の
企
業
の
経
営

　
　
　
者
や
人
事
担
当
者

受
講
料　
無
料

主
催　
宇
城
市
・
㈱
あ
し
た
の
チ
ー
ム

　
「
宇
城
市
経
営
塾
」 

　
　
　
　
第
７
回
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
募
集

　
「
教
科
書
か
ら
学
ぶ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
オ

リ
ー
」と
題
し
て
、
熊
本
県
中
小
企
業
診

断
士
協
会
会
長
が
、
経
営
に
つ
い
て
の
話

や
経
営
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　
12
月
13
日（
木
）13
時
30
分
～

講
師　
熊
本
県
中
小
企
業
診
断
士
協
会

井
上 

照
教 

会
長

対
象　
創
業
に
関
心
の
あ
る
人
、
経
営
に

　
つ
い
て
学
ん
で
み
た
い
人
、
新
し
い
こ

　
と
を
し
て
み
た
い
人
。
前
回
ま
で
の
経

　
営
塾
に
参
加
し
て
い
な
い
人
も
参
加
で

　
き
ま
す
。

定
員　
20
人

受
講
料　
無
料

　　
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
使
い
倒
す
実
践
講
座

　
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
集
客
セ
ミ
ナ
ー

　
集
客
す
る
た
め
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
づ
く
り
か
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
集
客
術
を
実
践
的
に
学
び
、
実
際

に
Ｆａｃｅ
ｂｏｏ
ｋ
や
Ｔｗ
ｉ
ｔ
ｔｅ
ｒ
で
、

コ
ン
セ
プ
ト
に
あ
っ
た
顧
客
を
引
き
寄
せ

る
た
め
の
講
座
で
す（
全
４
回
予
定
）。

◆
第
１
回　
集
客
の
た
め
の
コ
ン
セ
プ
ト

　
　
　
　
　
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
づ
く
り

日
時　
12
月
11
日（
火
）18
時
～
21
時

対
象　
自
身
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
Ｅ
Ｃ
を
活
用

　
し
た
い
人
、
地
域
づ
く
り
活
動
の
発
信

　
に
力
を
入
れ
た
い
人
な
ど

講
師　
㈲
コ
ン
フ
ェ
ッ
テ
ィ 

岩
永 

圭
一 

氏

　
　
　
㈲
宮
川
洋
蘭　
　

  

宮
川 

将
人 

氏

特
別
講
師　
儲
か
る
名
刺
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

古
土 

慎
一 

氏

※
第
２
回
は
１
月
、
第
３
回
は
２
月
、
第

　
４
回
は
３
月
に
開
催
予
定
で
す
。

 　

　
セ
ミ
ナ
ー
の
会
場
は
全
て
、
市
ビ
ジ

ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
す
。
受
講

希
望
者
は
、商
工
振
興
課
窓
口
、電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▲

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
考
え
る

～
儲
か
る
名
刺（
サ
ン
プ
ル
イ
メ
ー
ジ
）

▲

８
月
22
日
に
開
催
し
た
キ
ッ
ク
オ
フ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

▲左から守田憲史市長、
　田尾豊執行役員、冨永
　章子宇城地域振興局長 

㈱
あ
し
た
の
チ
ー
ム
が
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
事
業
所
を
開
設

　
10
月
23
日
、
市
と
㈱
あ
し
た
の
チ
ー

ム
は
事
業
所
開
設
に
係
る
協
定
を
調
印

し
、
市
役
所
で
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
社
は
市
の「
Ｉ
Ｔ
企
業
誘
致
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
誘
致
第
１
号
で
、
ビ

ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
事
業
所

を
開
設
す
る
最
初
の
企
業
。
中
小
企
業

を
中
心
に
人
事
評
価
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
田た

お尾
豊ゆ
た
か

執
行
役
員
は
宇
城
市
を
選

ん
だ
理
由
に
つ
い
て「
熊
本
市
に
支
店

は
あ
る
が
、
県
南
部
を
カ
バ
ー
す
る
た

め
の
地
理
的
要
因
と
、
市
か
ら
の
サ

ポ
ー
ト
が
期
待
で
き
る
」点
を
挙
げ
ま

し
た
。
今
後
は
年
内
に
３
人
、
２
～
３

年
後
に
10
人
の
正
社
員
採
用
を
予
定
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

市
役
所
の
こ
と  

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
！
問　
市
長
政
策
室  

行
政
経
営
係 

　
　
☎（
32
）１
８
０
３

今
回
の
テ
ー
マ

　
市
役
所
の「
働
き
方
改
革
」

　
　

�「
働
き
方
改
革
」っ
て
最
近

　
　
よ
く
聞
く
け
ど
、
ど
ん
な

　
　
こ
と
？

Ａ
厚
生
労
働
省
が
進
め
て
い
る「
働
く

人
々
が
個
々
の
事
情
に
応
じ
た
多
様
で

柔
軟
な
働
き
方
を
自
分
で
選
択
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
改
革
」で
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
は

１　
労
働
時
間
法
制
の
見
直
し

　
「
働
き
過
ぎ
」を
防
ぎ
、「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス（
※
）」と「
多
様
で

柔
軟
な
働
き
方
」を
実
現
す
る

※�「
生
活
」と「
仕
事
」の
ど
ち
ら
も
充
実

さ
せ
る
働
き
方
・
生
き
方
の
こ
と

２�　
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
な
い
公
正

　
　
な
待
遇
の
確
保

　

正
規
職
員
と
非
正
規
職
員
の
不
合
理

な
待
遇
差
を
な
く
す

　

今
回
は
、
市
役
所
の
ポ
イ
ン
ト
１
で

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
　
働
き
過
ぎ（
長
時
間
労
働
）

　
　
を
防
ぐ
た
め
に
、
ど
ん
な

　
　
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

Ａ
パ
ソ
コ
ン
画
面
に「
業
務
終
了
時

刻
」の
表
示
を
出
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
毎
週
水
曜
を「
ノ
ー
残
業

デ
ー
」と
し
て
定
時
退
庁
を
促
し
て
い

ま
し
た
が
、
11
月
か
ら
は
毎
日
、
職

員
の
パ
ソ
コ
ン
画
面
に
業
務
終
了
時

間
を
意
識
さ
せ
る
表
示（
左
写
真
）を

一
斉
に
出
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
職
員
が
時
間
を
意
識
し

て
効
率
的
に
業
務
を
行
い
、
業
務
終

了
後
は
速
や
か
に
退
庁
で
き
る
組
織

を
目
指
す
た
め
に
始
め
た
も
の
で
す
。

　

業
務
終
了
時
間
1
時
間
前
、
業
務
終

了
時
間
、18
時
の
3
回
表
示
さ
れ
ま
す
。

16
時
15
分　

   

17
時
15
分　

     

18
時

Ａ
業
務
改
革
と
し
て「
Ｒ
ア
ー
ル

Ｐピ
ー

Ａエ
ー（
ロ
ボ

テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
）」導
入
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
２
年
前
の
熊
本
地
震
後
、
復
旧
復
興

業
務
が
増
え
た
こ
と
で
慢
性
的
な
人
手

不
足
に
陥
り
、
職
員
が
過
重
労
働（
※
）

に
な
る
状
態
が
続
い
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で「
Ｒ
Ｐ
Ａ
」を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

※
発
災
～
８
月
末�

時
間
外
勤
務
実
績

（
職
員
５
１
０
人
）

・
合
計
時
間
数　
　

10
万
２
８
０
時
間

・
最
長
時
間
数　
　

３
６
２
時
間
／
月

　

Ｒ
Ｐ
Ａ
は
、
こ
れ
ま
で
職
員
が
手
作

業
で
行
っ
て
い
た「
パ
ソ
コ
ン
上
で
の

キ
ー
ボ
ー
ド
や
マ
ウ
ス
の
操
作
を
自
動

化
す
る
技
術
」で
、
作
業
時
間
の
大
幅

な
短
縮
や
正
確
性
の
向
上
が
期
待
さ

れ
、6
業
務
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

定
型
業
務
の
作
業
時
間
が
大
幅
に
短

縮
さ
れ
れ
ば
、
人
材
の
配
置
転
換
も
可

能
に
な
り
、
企
画
・
立
案
な
ど
の
業
務

に
よ
り
多
く
の
時
間
を
充
て
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

自
治
体
で
は
初
め
て
本
格
導
入
に
向

け
た
取
り
組
み
を
開
始
し
た
こ
と
で
、

全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
　

�「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

　
　
ラ
ン
ス
」の
た
め
に
、
ど

　
　
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る

　
　
の
？

Ａ
今
年
の
７
月
13
日
に
、
宇
城
地
域
の

３
首
長
共
同
で
、「
よ
か
ボ
ス
」宣
言
を

し
ま
し
た
。

　
よ
か
ボ
ス
は
県
が
推
進
す
る「
自
ら

仕
事
と
生
活
の
充
実
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
共
に
働
く

職
員
の
仕
事
と

生
活
の
充
実
を

応
援
す
る
ボ
ス
」

の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
宣
言
を
受
け
、
職
員
向
け
に
育

児
・
介
護
の
両
立
支
援
制
度
を
ま
と
め

た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
　

そ
の
中
で
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得
に

も
触
れ
て
い
ま
す
。
市
役
所
で
は
、
積

極
的
に
男
性
が
育
児
休
業
を
取
得
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
市
全
体
に

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」を
広

め
て
い
き
ま
す
。
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宇
城
市
役
所

　
　
　
〒
８
６
９
｜
０
５
９
２

　
　
　
熊
本
県
宇
城
市
松
橋
町
大
野
85

　
本　
庁　
　
　
☎（
32
）１
１
１
１

三
角
支
所　
　
☎（
53
）１
１
１
１

不
知
火
支
所　
☎（
33
）１
１
１
１

小
川
支
所　
　
☎（
43
）１
１
１
１

豊
野
支
所　
　
☎（
45
）２
１
１
１

　
農
業
委
員
会
へ
の

　
　
　
　
申
請
締
切
日
の
変
更

　
農
業
委
員
会
で
は
、
原
則
毎
月
10
日

に
総
会
を
開
催
し
、
農
地
法
な
ど
の
申

請
に
つ
い
て
審
議
を
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
の
締
切
日
は
、
総
会
日
前
月
の

25
日
で
す
が
、
12
月
の
申
請
締
切
日
を

次
の
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。

　
12
月
の
締
切
日　
12
月
20
日
㊍

問 

農
業
委
員
会
事
務
局  

庶
務
係

　

 

☎（
32
）１
３
４
１

　
障
害
者
控
除
対
象
者

　
　
　
　
　
　
認
定
書
の
交
付

　
確
定
申
告
時
に
本
人
ま
た
は
本
人
を

扶
養
す
る
親
族
が
提
出
す
る
と
、
所
得

税
と
住
民
税
の
障
害
者
控
除
が
受
け
ら

れ
る「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」を

交
付
し
ま
す
。

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・
市
在
住
で
65
歳
以
上

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
戦

　
傷
病
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て

　
い
な
い

・
介
護
保
険
の
要
支
援
や
要
介
護
の

　
認
定
を
受
け
て
い
る
場
合
、
介
護
認

　
定
時
の
資
料
で
身
体
の
状
態
が「
準

　
寝
た
き
り
」「
認
知
症
で
介
護
を
要
す

　
る
」な
ど
、
障
害
者
に
準
ず
る
基
準

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

※�

基
準
に
該
当
す
る
か
は
、
介
護
認
定

時
の
資
料
に
よ
り
市
が
判
定
し
ま

す
。
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

な
い
人
は
職
員
の
訪
問
調
査
な
ど
を

行
い
判
定
し
ま
す
。
判
定
に
は
時
間

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　
高
齢
介
護
課
ま
た
は
各
支

　
所
窓
口
係
に
申
請
書
を
提
出�

問 

高
齢
介
護
課  

高
齢
者
支
援
係

　

 

☎（
32
）１
４
０
６　

　
後
期
高
齢
者

　
　
　
　
　
　
医
療
保
険
制
度

　
後
期
高
齢
者（
75
歳
以
上
）が
対
象
で

す
が
、
65
～
74
歳
で
一
定
の
障
害
が
あ

る
人
も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
1
～
3
級
を
持
つ

・
身
体
障
害
者
手
帳
4
級
を
持
ち
次
の

　
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

　
①
音
声
機
能
、
言
語
機
能
ま
た
は

　
　
そ
し
ゃ
く
機
能
の
著
し
い
障
害

　
②
両
下
肢
全
て
の
指
を
欠
く

　
③
1
下
肢
を
2
分
の
1
以
上
欠
く

　
④
1
下
肢
の
著
し
い
障
害

・
療
育
手
帳
Ａ
1
・
Ａ
2
を
持
つ

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
・
2

　
級
を
持
つ

・
障
害
基
礎
年
金
1
・
2
級
の
国
民
年

　
金
証
書
を
持
つ

※�

障
害
認
定
の
申
請
は
任
意
で
す
。

持
参
物　
・
印
鑑

・
障
害
の
程
度
が
分
か
る
も
の（
各
種

　
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
障
害
年

　
金
証
書
な
ど
）・
使
用
中
の
保
険
証

・
使
用
中
の
特
定
疾
病
療
養
受
療
書

　
（
該
当
者
の
み
）�

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

市
民
課  
高
齢
者
医
療
係

　

 

☎（
32
）１
４
１
７

　
犬
を
飼
っ
た
ら

　
　
必
ず
登
録
と
予
防
注
射
を

　
犬
の
飼
い
主
に
は
次
の
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
犬
の
登
録
を
す
る

・
鑑
札
、
注
射
済
票
を
犬
に
装
着
す
る

・
年
1
回
、
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る

※�

引
越
し
や
譲
渡
な
ど
で
犬
の
登
録
事

項
に
変
更
が
あ
る
場
合
や
、
犬
が
死

亡
し
た
場
合
に
は
、
必
ず
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

問 

衛
生
環
境
課 

衛
生
環
境
係

　

 

☎（
32
）１
５
９
８

　
墓
地
に
お
墓
を
建
て
る
に
は

　
市
長
の
許
可
が
必
要
で
す

　
墓
地
、
納
骨
堂
を
建
て
た
り
、
火
葬

場
を
経
営
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
事

前
に
市
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
無
許
可
の
場
合
、
罰
金
が
科
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問 

衛
生
環
境
課 

衛
生
環
境
係

　

 

☎（
32
）１
５
９
８

市からのお知らせ

市からの
お知らせ

　
食
品
ロ
ス
ゼ
ロ
を
目
指
す

　
　
　
取
り
組
み
を
始
め
ま
す

　

食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
る「
食

品
ロ
ス
」。
皆
さ
ん
も
一
緒
に
ゼ
ロ
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
中
に
は
、

手
付
か
ず
の
食
品
や
、
賞
味
期
限
前
に

捨
て
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
調
理
す
る
と
き
に
食
べ
ら
れ

る
部
分
を
過
剰
に
捨
て
て
い
る
こ
と
も

食
品
ロ
ス
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

フ
ー
ド
ロ
ス
・
ゼ
ロ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
市
で
は
、
食
品
ロ
ス
削
減
を
目
指
す

取
り
組
み
を「
フ
ー
ド
ロ
ス
・
ゼ
ロ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
名
付
け
て
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

　
家
庭
ご
み
の
約
4
割
を
占
め
る
食
品

ロ
ス
を
一
人
一
人
が
削
減
に
努
め
る
こ

と
で
、
家
計
の
コ
ス
ト
と
ご
み
の
量
を

減
量
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
ポ
イ
ン
ト

・
食
材
は
買
い
過
ぎ
ず
、
使
い
切
り
、

　
食
べ
切
り
ま
し
ょ
う

・
残
っ
た
食
材
は
、
別
の
料
理
に
活
用

　
し
ま
し
ょ
う

・
外
食
で
の
食
べ
残
し
を
防
ぐ
た
め
に

　
量
を
減
ら
し
て
も
ら
う
な
ど
の
工
夫

　
を
し
ま
し
ょ
う

３
０
１
０（
サ
ン
マ
ル
イ
チ
マ
ル
）運
動

　
３
０
１
０
運
動
は
、
宴
会
で
の
食
べ

残
し
を
減
ら
す
た
め
の
取
り
組
み
で

す
。
幹
事
さ
ん
が「
食
事
始
め
の
30
分
、

最
後
の
10
分
は
自
席
で
料
理
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
」と
呼
び
掛
け
て
、
食
品
ロ

ス
の
削
減
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

　
忘
年
会
や
新
年
会
が
続
く
こ
れ
か
ら

の
時
期
、
一
人
一
人
が「
も
っ
た
い
な

い
」を
心
掛
け
、
楽
し
く
お
い
し
く
宴

会
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

問 

衛
生
環
境
課 

廃
棄
物
対
策
係

　

 

☎（
32
）１
５
９
８

　
年
末
年
始
の

　
ご
み
収
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

分�

別
ご
み　
宇
城
市
総
合
カ
レ
ン
ダ
ー

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。　

燃
え
る
ご
み

地
区

時
期
通
常
収
集

月
・
木

収
集
地
区
年
末

12
月
27
日
㊍
ま
で

（
特
別
収
集

　
　
12
月
30
日
㊐
）

年
始
１
月
７
日
㊊
か
ら

火
・
金

収
集
地
区
年
末
12
月
28
日
㊎
ま
で

年
始
１
月
４
日
㊎
か
ら

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
自
己
搬
入

期
間　
12
月
28
日
㊎
～
12
月
30
日
㊐

　
　
　
平
成
31
年
1
月
4
日
㊎
か
ら

時
間　
8
時
30
分
～
12
時
、
13
時
～
16
時

受�

付
ご
み　
可
燃
ご
み
、
資
源
ご
み
、

粗
大
ご
み

年
末
の
し
尿
の
く
み
取
り

受
付
期
限　
12
月
20
日
㊍

業
務
終
了
日　
12
月
28
日
㊎

収
集
業
者

電
話
番
号

（
有
）新
和

（
53
）０
１
２
１

（
有
）三
角
環
境

（
52
）４
１
５
０

（
株
）松
清

（
33
）０
１
３
１

（
株
）オ
カ
ム
ラ

（
33
）４
６
５
９

（
有
）小
川
清
掃

（
43
）０
４
７
１

問 

衛
生
環
境
課 

廃
棄
物
対
策
係

　

 

☎（
32
）１
５
９
８

　
一
部
損
壊
世
帯
へ
の

　
　
　
　
　
県
義
援
金
の
配
分

　
熊
本
地
震
に
よ
る
一
部
損
壊
の
罹
災

証
明
を
受
け
、
被
災
住
宅
の
修
理
費
用

に
１
０
０
万
円
以
上
支
出
し
た
世
帯
に

10
万
円
を
配
分
し
ま
す
。
す
で
に
申
請

し
た
人
は
、
再
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
期
限

　
平
成
31
年
3
月
29
日
㊎

※
申
請
ま
で
に
工
事
が
完
了
し
て
い
る

　
こ
と
が
必
要
で
す
。

対
象
工
事

　
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い

部
分
の
修
理

※
内
装
や
外
溝
の
み
の
工
事
、
家
電
製

　
品
の
修
理
な
ど
は
除
き
ま
す
。

必
要
書
類　
・
印
鑑

・
罹
災
証
明
書

・
世
帯
主
の
通
帳（
写
し
）

・
修
理
工
事
の
明
細
が
分
か
る
書
類

　
（
見
積
書
、
請
求
書
な
ど
）

・
領
収
書

・
対
象
外
の
工
事
が
書
類
上
で
区
分
で

　
き
な
い
場
合
は
工
事
前
後
の
写
真

申
請
場
所

　
本
庁
社
会
福
祉
課
窓
口

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

社
会
福
祉
課  

地
域
福
祉
係

　

 

☎（
32
）１
３
８
７
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「
自
分
達
で
地
域
の
価
値

　
　
を
創
り
出
す
」セ
ミ
ナ
ー

　
列
車
が
１
日
７
本
の
無
人
駅
に
あ
る

フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン「
囲い

ろ

り
炉
裏
キ
ュ

イ
ジ
ー
ヌ　

ル
ー
プ
」。
鉄
道
遺
産
を

活
用
し
た『
ク
ラ
シ
ッ
ク　

レ
ー
ル

ウ
ェ
イ　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』の
事
例
を

基
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
に
つ
い

て
学
ぶ
特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
12
月
17
日
㊊

　
　
　
18
時
30
分
～
21
時

場
所　
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
小
川
町
江
頭
33
番
地

対�

象　
古
民
家
再
生
事
業
や
、
地
域
に

価
値
を
生
み
出
す
こ
と
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
興
味
が
あ
る
人

定
員　
20
人
程
度

参
加
費　
無
料

申�

込
期
限　
12
月
7
日
㊎
ま
で

申�

込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

講�

師
（
株
）Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
人
吉
球
磨

代
表
取
締
役　
村
口  

隆  

さ
ん

（
株
）�Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｃ  

Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ
Ｗ

Ａ
Ｙ  

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
代
表
取
締
役

仲な
か
じ
ま島  

秀ひ
で
と
よ豊  

さ
ん

講
演
内
容

・
自
分
が
動
か
な
い
と
何
も
始
ま
ら
な
い

・�

住
民
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
会
社
設
立

・�

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る

　
資
金
調
達
の
成
功

な
ど

問 

ま
ち
づ
く
り
観
光
課 

ま
ち
づ
く
り

    

推
進
係　

 

☎（
32
）１
９
０
６

　

  　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
32
）２
２
２
２

　

 m
achizukurikankoka@

city.uki.

　

 kum
am

oto.jp

　
野
外
焼
却（
野
焼
き
）は

　
　
　
　
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
野
外
焼
却（
野
焼
き
）で
悪
臭
や
煙
な

ど
が
発
生
す
る
と
、
近
隣
の
住
民
に
迷

惑
が
掛
か
り
ま
す
。
ま
た
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
な
ど
の
有
害
物
質
が
発
生
し
、

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

　
違
法
な
野
外
焼
却
に
は
５
年
以
下
の

懲
役
か
１
０
０
０
万
円（
法
人
は
3
億

円
）以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
そ
の
両
方

が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合

で
も
、
苦
情
が
あ
っ
た
と
き
に
は
改
善

命
令
や
行
政
指
導
の
対
象
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

焼
却
禁
止
の
例
外

・�

風
俗
習
慣
上
や
宗
教
上
の
行
事
を
す

　
る
と
き
の
焼
却（
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
）

・�

農
業
者
が
行
う
稲
わ
ら
な
ど
の
焼

　
却
、
林
業
者
が
行
う
伐
採
し
た
枝
な

　
ど
の
焼
却

・�
た
き
火
や
日
常
生
活
で
行
わ
れ
る
焼

　
却
で
軽
微
な
も
の

・
法
令
な
ど
に
基
づ
い
て
行
う
焼
却

　
な
ど

問 

衛
生
環
境
課 
廃
棄
物
対
策
係

　

 

☎（
32
）１
５
９
８

　
マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
っ
て

　
レ
ジ
袋
使
用
を
削
減
し
よ
う

レ
ジ
袋
と
環
境
問
題

　
レ
ジ
袋
は
石
油
か
ら
作
ら
れ
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
の
一
つ
で
す
。
国
内
で

は
年
間
３
０
０
億
枚
も
の
レ
ジ
袋
が
消

費
さ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ご
み
と
し

て
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
山
や
川
、
海
な
ど
に
捨
て
ら

れ
た
レ
ジ
袋
を
動
物
や
鳥
、
魚
が
の
み

込
ん
で
命
を
落
と
し
た
り
、
分
解
さ
れ

て
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
な
り
、

海
洋
汚
染
の
原
因
と
な
る
な
ど
自
然
界

に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
ま
す
。

レ
ジ
袋
と
マ
イ
バ
ッ
グ

　
レ
ジ
袋
削
減
の
一
環
と
し
て
、
マ
イ

バ
ッ
グ
運
動
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
っ

て「
レ
ジ
袋
要
り
ま
せ
ん
」の
一
言
か
ら

行
動
を
起
こ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問 

衛
生
環
境
課 

衛
生
環
境
係

　

 

☎（
32
）１
５
９
８

市からのお知らせ
楽しさいっぱい

うきばさるこ
　イベントガイド

♪

と　き　12月20日（木） 受付8時
ところ　サンアビリティーズ
　　　　グラウンド（松橋町）
参加費　500円（参加賞あり）
　　　　会員200円
申込期限　12月10日（月）
問 総合型クラブＳＣＣ宇城　☎53-9352

4

グラウンドゴルフ大会

と　き　12月22日（土）
　　　　　10時30分～12時
ところ　郡浦市民館（三角町）
定　員　4組（1組3人まで）
準備物　エプロン・三角巾
問 九州電力㈱宇城営業所
 　10120-986-605

6

クリスマス親子
ケーキ作り教室

◆ 平成31年　成人式◆
と　き　平成31年1月13日（日）
　　　　受付 9時　開式 10時
ところ　ラポート
対　象　新成人
　　　　（平成10年４月２日～平成11年４月１日生まれ）
※成人式の案内状は市内に住民票がある人を対象に送付しま
　す。案内状がなくても市内出身者であれば、当日会場で受け
　付けをして参加できます。
※会場の駐車場には限りがあります。乗り合わせなどの協力を
　お願いします。また、改造車での乗り入れはできません。
問 生涯学習課　☎32-1934

しめ縄・ミニ門松づくり教室
と　き　12月22日 (土)
　　　　9時～12時
ところ　豊野町コミュニティーセンター
定　員　各20人（先着順）
申込期間　12月7日（金）～14日（金）
問 豊野町コミュニティーセンター
 　☎45-2955

5

雁回山の森林歩き
と　き　12月9日 (日) 受付9時
　　　　9時30分～12時
ところ　六殿宮前駐車場
　　　　（熊本市南区富合町）
事前申込　不要
問 森林インストラクター協会
　 ☎090-2582-9648

3

クリスマスコンサート in 西港
～合唱の夕べ～

　世界文化遺産「三角西港」のす
てきなロケーションで、明るい
歌声をお届けします。
と　き　12月9日（日）　15時
ところ　三角西港　浦島屋
問 太田　☎52-3066

1

みんなで歌ってなお楽し！　
第5回 私の町の音楽会

と　き　12月9日（日） 13時30分
ところ　ウイングまつばせ
出　演　松橋愛唱歌教室
　　　　松橋コール・グリーン
ゲスト　ハンドフルート奏者 高山大知さん
問 松橋愛唱歌教室　☎090-2511-5219

2

参加費の明記
がないものは
無料です

市在住または
勤務の人が

対象です

イメージ

イメージ

●原稿締め切り日●　  ２月号  12月25日（火）　３月号  2月1日（金）37 広報うき 2018・12・1 36広報うき 2018・12・1



くらしの情報くらしの情報
　
放
送
大
学　
学
生
募
集

　
大
学
学
位
取
得
や
生
涯
学
習
、
各
種

資
格
・
免
許
取
得
の
た
め
の
授
業
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｂ
Ｓ
放
送
な
ど
で
視

聴
し
、
学
習
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
願
期
限　
平
成
31
年
３
月
17
日
㊐

問 

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
９
６（
３
４
１
）０
８
６
０

　
県
有
地
売
却
の
一
般
競
争
入
札

　
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

物
件
名　
熊
本
県
立
小
川
工
業
高
等
学

　
　
　
　
校
教
職
員
住
宅

所
在
地　
小
川
町
南
新
田
字
江
口

　
　
　
　
３
９
５
番

地
積
等　
１
４
３
３
．77
㎡（
公
簿
お
よ

　
　
　
　
び
実
測
）、宅
地（
建
物
付
き
）

最
低
売
却
価
格　
９
２
０
万
円

建
物
開
放
日
時

　
12
月
19
日
㊌
10
時
30
分
～
11
時
30
分

入
札
参
加
申
込
期
日

　
平
成
31
年
１
月
11
日
㊎
17
時
ま
で

入
札
日
時

　
平
成
31
年
１
月
28
日
㊊
10
時
30
分

入
札
場
所　
県
宇
城
総
合
庁
舎

　
　
　
　
　
第
２
会
議
室

問 

県
財
産
経
営
課

　

 

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
０
８
８

　
事
業
所
の
源
泉
所
得
税
等
の

　
　
　
　
納
付
と
納
期
の
特
例

源
泉
所
得
税
等
の
納
付

　
給
与
な
ど
の
支
払
い
時
に
徴
収
し
た

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税（
以

下「
源
泉
所
得
税
等
」）は
、
支
払
い
月

の
翌
月
10
日
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
納
付
す
べ
き
税

額
が
な
い
場
合
も
、
納
付
書（
給
与
所

得
・
退
職
所
得
の
所
得
税
徴
収
高
計
算

書
）を
税
務
署
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

源
泉
所
得
税
等
の
納
期
の
特
例

　
給
与
の
支
給
人
員
が
常
時
10
人
未
満

の
事
業
所
に
は
、
毎
月
納
付
し
て
い
る

源
泉
所
得
税
等
を
半
年
分
ま
と
め
て
納

付
で
き
る
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

納
付
期
限　
１
～
６
月
分　
７
月
10
日

　
　
　
　
　
７
～
12
月
分　
１
月
20
日

　
※
納
付
期
限
日
が
土
・
日
・
祝
日
の

　
　
場
合
は
休
日
明
け
の
平
日

問 

宇
土
税
務
署　

 

☎（
22
）０
４
１
０

　
一
般（
指
名
）競
争
入
札

　
参
加
資
格
審
査
申
請
書　
受
付

　
上
天
草
・
宇
城
水
道
企
業
団
で
は
、

19
・
20
年
度
分
の
建
設
工
事
や
測
量
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
物
品
・
委
託
業

務
な
ど
の
一
般（
指
名
）競
争
入
札
へ
の

参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。
提
出
方
法
な

ど
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
平
成
31
年
２
月
１
日
㊎
～

　
28
日
㊍（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

問 

上
天
草
・
宇
城
水
道
企
業
団

　

  

☎（
22
）６
７
３
３

　
「
保
育
士
」と「
保
育
士
を
目
指

　
す
学
生
」を
支
援
す
る
貸
付
事
業

　

県
で
は
、
保
育
士

確
保
の
た
め
の
貸
付

事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

◆ 

保
育
士
の
就
職
を
支
援
す
る
貸
付
事
業

対
象　
県
内
の
保
育
所
な
ど
へ
の
就
職
・

　
　
　
復
職
を
考
え
て
い
る
保
育
士
資

　
　
　
格
保
有
者

保
育
料
の
一
部
貸
付

　
お
子
さ
ん
の
保
育
料
の
半
額（
月
額

　
上
限
２
万
７
０
０
０
円
、最
長
１
年
）

保
育
士
就
職
準
備
金
貸
付

　
転
居
費
用
な
ど
の
就
職
準
備
金

　
（
上
限
40
万
円
）

※
ど
ち
ら
も
２
年
間
継
続
勤
務
し
た
場

    

合
、
返
済
免
除

◆ 

保
育
士
を
目
指
す
学
生
へ

　

 

修
学
資
金
貸
付
事
業

対
象　
保
育
士
資
格
を
取
得
で
き
る
大

　
　
　
学
・
短
大
や
専
門
学
校
な
ど
で

　
　
　
保
育
士
を
目
指
す
学
生

貸
付
期
間　
２
年
間（
１・２
年
生
の
み
）

貸
付
金
額　
月
額
５
万
円
以
内

　
※
県
内
の
保
育
所
な
ど
で
５
年
間
継

　
　
続
勤
務
し
た
場
合
、
返
済
免
除

問 

県
社
協
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
９
６（
３
２
２
）８
０
７
７

　
就
業
し
て
い
る
調
理
師
の
み
な
さ
ん
へ

　
調
理
師
業
務
従
事
者
届

　
就
業
し
て
い
る
調
理
師
は
、
法
に
基

づ
き
２
年
ご
と
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

対
象　
平
成
30
年
12
月
31
日
現
在
、
県

　
内
で
調
理
業
務
に
従
事
し
て
い
る
調

　
理
師
免
許
保
有
者

届
出
用
紙
設
置
場
所　
宇
城
保
健
所
な
ど

提
出
期
限　
平
成
31
年
１
月
15
日
㊋

提
出
先　
就
業
地
を
所
管
す
る
保
健
所

問 

県
宇
城
保
健
所   

☎（
32
）１
２
０
７

　
高
齢
者
の
無
料
職
業
紹
介
所

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人
を
対
象
に

職
場
相
談
や
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
経
験
豊
富
な
人
材
を
求
め
る
事
業

所
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　
月
・
水
・
金
曜（
祝
日
除
く
）

　
　
　
10
時
～
16
時

問 

熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

　

 

宇
城
相
談
所   

☎（
33
）４
６
６
７

お
知
ら
せ

●原稿締め切り日●　  ２月号  12月25日（火）　３月号  2月1日（金）

　
参
加
選
手 

募
集

◆ 

市
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

  　
（
兼  

熊
日
郡
市
対
抗
女
子
駅
伝

　
　

    
大
会
選
手
選
考
会
）

日
程　
12
月
23
日
㊐
・
㊗

集
合
場
所　
不
知
火
中
学
校

対
象

　
２
㎞　
小
学
３
～
６
年
生

　
３
㎞　
中
学
生
女
子

　
４
㎞　
中
学
生
男
子
、高
校
生
女
子
、

　
　
　
　
一
般
男
女

　
８
㎞　
高
校
生
男
子
、
一
般
男
女

申
込
期
限　
12
月
12
日
㊌

◆ 

郡
市
対
抗
熊
日
駅
伝
大
会（
男
子
）

　

 

選
手
選
考
会

日
程　
平
成
31
年
１
月
12
日
㊏

集
合
場
所　
不
知
火
中
学
校

対
象　
４
㎞　
中
学
生
男
子

　
　
　
８
㎞　
一
般
・
高
校
生
男
子

申
込
期
限　
12
月
26
日
㊌

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

市
体
育
協
会（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

　

 

☎（
32
）１
９
４
５

　
川
柳
・
標
語
・
ポ
ス
タ
ー

　
環
境
作
品
募
集

　

平
成
31
年
３
月
24
日
㊐
に
開
か
れ

る
、
う
き
・
宇
城
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
に
合

わ
せ
て
、
環
境
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

共
通
事
項

募
集
期
間　
12
月
25
日
㊋

　
　
　
　
　
～
平
成
31
年
１
月
18
日
㊎

テ
ー
マ　
「
環
境
」

◆ 「
エ
コ
川
柳
」

対
象　
宇
城
市
・
宇
土
市
・
美
里
町
に

　
　
　
在
住
ま
た
は
勤
務
の
人

◆ 「
標
語
」「
環
境
ポ
ス
タ
ー
」

対
象　
宇
城
市
・
宇
土
市
・
美
里
町
の

　
　
　
小
中
学
生

ポ
ス
タ
ー
用
紙
サ
イ
ズ（
標
語
は
自
由
）

　
Ｂ
４
ま
た
は
Ａ
３（
縦
横
自
由
）

問 

宇
城
広
域
連
合 

環
境
衛
生
課

　

 

☎（
32
）４
１
５
３

　
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た

　
職
業
訓
練
生
の
募
集

対
象　
身
体（
視
覚
・
聴
覚
・
上
肢
・

　
　
　
下
肢
・
内
部
）、
知
的
、
精
神
、

　
　
　
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能
の

　
　
　
障
が
い
の
あ
る
人

定
員　
10
人　
受
講
料　
無
料

内
容　
一
般
事
務
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン

　
　
　
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
ま
す
。

訓
練
期
間　
平
成
31
年
３
月
１
日
㊎

　
　
　
　
　
　
　
　
～
５
月
31
日
㊎

募
集
期
間　
12
月
10
日
㊊

　
　
　
　
　
～
平
成
31
年
１
月
31
日
㊍

テ
キ
ス
ト
代　
１
万
円
程
度

訓
練
場
所　
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
シ
ス

　
テ
ム
ラ
ン
ド
熊
本
校（
熊
本
市
中
央
区
）

問 

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　

 

☎
０
９
６（
２
９
７
）９
９
１
５

　
55
歳
か
ら
の
お
仕
事
支
援

　
パ
ソ
コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
講
習

① 

熊
本
市
中
央
区
会
場

日
程　
平
成
31
年
１
月
８
日
㊋

　
　
　
　
　
　
　
　
～
16
日
㊌

場
所　
熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限　
12
月
25
日
㊋

② 

宇
城
市
会
場

日
程　
平
成
31
年
１
月
17
日
㊍

　
　
　
　
　
　
　
　
～
24
日
㊍

場
所　
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
研
修
館

申
込
期
限　
平
成
31
年
１
月
８
日
㊋

共
通
事
項

対
象　
55
歳
以
上
の
就
職
希
望
者

定
員　
各
20
人

受
講
料　
無
料

問 （
公
社
）熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

　

 

ン
タ
ー
連
合
会　
　

　

 

☎
０
９
６（
３
１
２
）３
３
１
０

　
不
知
火
温
水
プ
ー
ル

　
こ
ど
も
水
泳
教
室

期
間　
平
成
31
年
１
月
９
日
㊌

　
　
　
　
　
　
～
３
月
15
日
㊎

　
水
曜
コ
ー
ス
・
金
曜
コ
ー
ス　
各
10
回

幼
児
ク
ラ
ス（
年
中
、
年
長
）

　
16
時
15
分
～
17
時
15
分

小
学
生
ク
ラ
ス（
１
～
３
年
生
）

　
17
時
30
分
～
18
時
30
分

場
所　
不
知
火
温
水
プ
ー
ル

定
員　
各
コ
ー
ス
・
ク
ラ
ス 

先
着
15
人

参
加
費　
５
０
０
０
円

受
付
開
始
日　
12
月
15
日
㊏

申
込
方
法　
印
鑑
と
参
加
費
を
持
参
の

　
上
、窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

不
知
火
温
水
プ
ー
ル

　

 

☎（
33
）６
６
７
８

　
春
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

日
程　
平
成
31
年
３
月
24
日
㊐
～
４
月

　
　
　
５
日
㊎
の
内
、
６
～
11
日
間

対
象　
小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生

説
明
会
日
程　
平
成
31
年
１
月
27
日
㊐

　
※
会
場
は
福
岡
市
博
多
区

申
込
期
限　
平
成
31
年
２
月
１
日
㊎

　
※
平
成
31
年
１
月
25
日
㊎
ま
で
の
申

　
　
込
者
は
参
加
費
の
割
引
あ
り

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 （
公
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

 

☎
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
１

募  

集
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中央図書館 ☎32−6211図書館情報 開館時間…午前10時～午後6時（土・日・祝日は午後5時まで）

街なか図書館情報 問　事務局　高尾　☎090−4341−9074

不知火美術館情報 開館時間…午前10時～午後6時（土・日・祝日は午後5時まで）
通常料金…大人300円、大学・高校生200円、中学生以下無料 ☎32−6222

☎32−5555

休館日…12月3日（月）、10日（月）、17日（月）、25日（火）～1月4日（金）

※ 到着時間は天候・交通事情などにより変動することが
　 あります。
※ 第2・4水曜の松橋保育園以外の貸し出し時間は20分
　 です。

10：30　豊川保育園

10：30　ひまわり保育園
14：00　老人ホームきらら
14：40　松橋保育園
16：00　街なか図書館
　　　　　（濱まち）

15：00　竹崎児童館
15：40　大空保育園

14：10　豊福公民館　
14：50　両仲間団地
16：10　豊野保育園

  12/11、1/8・22（火）

12/13・27、1/10・24（木）

12/12・26、1/9・23（水）

 12/14、1/11・25（金）

11：00　青海保育園
　　　　（12/4は運休）
14：30　古氷団地
15：30　戸馳保育園
16：20　大岳保育園

10：20　松橋保育園　
15：00　当尾仮設住宅

10：30　曲野児童館　
14：00　松合出張所
14：40　松寿園

10：30　河江保育園
15：00　ＪＡ海東支所

  12/4・18（火）

  12/5・19、1/16（水）

  12/6・20、1/17（木） 

  12/7（金）

イベント情報　参加無料

お正月折り紙（ポチ袋＆箸袋）工作会
と　き　12月9日（土）　
　　　　午前10時30分～
ところ　小川分館

新刊情報・蔵書検索はコチラから⇒
図書館ホームページにつながります。
事前登録すると予約できます。

市立図書館公式フェイスブック、インスタグラムも開設！
おすすめ本、イベントなどを発信しています。「＠ uki.chuotosyokan」
または「＃宇城市立中央図書館」で検索してください。

休館日…12月3日（月）、10日（月）、17日（月）、21日※第３金曜、25日（火）、28日（金）～1月4日（金）※年末年始

蔵書点検を行います
　平成31年1月から2月にかけて、全館で蔵書
点検を行います。蔵書点検期間中は、本の貸し
出し・予約ができません。ご了承ください。
1月25日（金）～30日（水）　小川分館
2月　 豊野分館
　　  中央図書館
　　  三角分館 
　詳しい日程は、1月
号でお知らせします。

★クリスマスイベント
おはなし会

工作会
豊野分館　　12月15日（土）
　　　　　　午前10時30分～

その他
中央図書館　12月22日（土）～24日（月・振休）
　　　　　　クリスマスくじ引き（数量限定）。
　　　　　　本を５冊以上借りて挑戦。

三角分館　　12月15日（土）　午後3時～
　　　　　　みすみ絵本サークル橋本由

よ し こ
子さんの

　　　　　　おはなし会

小川分館　　12月16日（日）　午後2時～
　　　　　　クリスマスお楽しみ会

豊野分館　　12月22日（土）　午前10時30分～
　　　　　　おはなし会終了後、参加者を対象に
　　　　　　くじ引きを行います（数量限定）。

中央図書館　12月22日（土）
　　　　　　午後2時～　音が出るおもちゃづくり
　　　　　　午後3時～　おはなし音楽会

移動図書館車 12・1月巡回予定表うきうき号うきうき号うきうき号

12月のおはなし会情報

・おはなし会
　1日、8日、15日、22日（土）　午後3時～3時30分
　対象　幼児・小学生
・お楽しみ会
　9日、23日（日）　午後3時～3時30分
三角分館（☎53-1849）
・おはなし会
　1日、8日、15日、22日（土）　午後3時～3時30分
　対象　幼児・小学生

小川分館（☎43-5111）
・おはなし会
　2日（日）　午後2時～2時30分
　対象　3歳児～小学生
・おひざにだっこのおはなし会
　12日、26日（水）　午後2時30分～3時
　対象　0～2歳児

豊野分館（☎45-3205）
・おはなし会
　8日、22日（土）　午前10時30分～11時
　対象　小学生以下　

中央図書館（☎32-6211）

ウイングまつばせ情報 開館時間…午前9時～午後10時
休館日…毎週月曜

■ロビーイベント　「フォークソングと三味線のジョイントコンサート」　観覧無料

■第12回宇城市児童読書感想画展
　12月11日（火）～24日（月・振休）　観覧無料
　市内の小学生が描いた読書感想画を展示します。児童たちが本から得た自由な
イメージをお楽しみください。中央図書館では特別賞受賞作品などの原作本も展
示します。「この本を読んでみたい！」そんな1冊と出会うチャンスです。

■冬の企画展「Exile Dream of Hope 国吉康雄と野田英夫」
　平成31年1月5日（土）～2月3日（日）　通常観覧料
　20世紀初頭、16歳でアメリカへ渡り苦難の中で傑作を描いた国吉康雄と、日
系二世移民としてアメリカで生まれた画家・野田英夫。時代と国境を越えた2人
の作品の魅力を紹介します。

◆オープニングトーク　※ 通常観覧料
「会話しながら絵を見よう」
と　き　1月5日（土） 午後1時～
話し手　才

さ い と
士 真司 さん（岡山大学准教授）  

　　　　浦田 恭代（不知火美術館学芸員）

◆アートワークショップ　※ 参加無料
①仮面作り・ダンボールで額を作ろう
②カゼイン描画ワークショップ（要予約）
とき　1月13日（日） ①午前10時30分～ ②午後1時～
※ 詳しくは、1月号でお知らせします。

国吉 康雄 作「鯉のぼり」

開館日…毎週土・日・月・火曜　午前10時～午後6時　　　年末年始の休館日　12月26日（水）～1月4日（金）
今月の購入本紹介（濱まち）

■魅惑のステンドグラス展
　松橋町の森川公子さんの作品展。クリスマス
シーズンを静かに彩るランプシェードなど、温か
な雰囲気や穏やかな色使いのステンドグラスの
数々を展示。
　期間　12月8日（土）～25日（火）

■宇城市民文化祭パッチワーク・キルト展
　幸せの会主宰の高木幸子さんによる華麗なタペ
ストリーや魅力あふれる多彩な小物を多数展示。
　期間　12月8日（土）～25日（火）

・母の教え 10年後の『悩む力』／姜尚中
・これはしない、あれはする／小林 照子
・医者が考案した「長生きみそ汁」／小林 弘幸

ホ
モ
・
デ
ウ
ス 

上
・
下

ユ
ヴ
ァ
ル
・
ノ
ア
・
ハ
ラ
リ

　
　
　
／
河
出
書
房
新
社

き
の
う
、
き
ょ
う
、
あ
し
た

つ
ば
た 

英
子
・
つ
ば
た 

し
ゅ
う
い
ち

　
　
　
／
主
婦
と
生
活
社

■美
び れ い か い

嶺会書作展
　書道で活躍中の三

み す み
隅美

び よ う
陽さんと教室生による額

装や軸装など、多彩な作品を展示。
　期間　12月4日（火）まで

濱まち

濱まち・出町
　世界的ベストセラーとなった「サピエンス全史」の
著者が描く衝撃の未来。「人々は不死と幸福、神性
を目指し、ホモ・デウス（神の人）となるべく未来を
追求する。その時、格差は想像を絶するものとな
る」 科学の進歩は全ての人々に幸福をもたらすのか
･･･。著者の警鐘とは。

出町

　フォークソングと三味線のすてきな音色を聴きな
がら楽しいひとときを過ごしませんか。
と　き　12月22日（土） 午後6時30分～（1時間程度）
ところ　ウイングまつばせ　ロビー
出　演　フォーティーラブ、椿会

ロビーイベントの出演者募集
　ウイングまつばせのロビーで日頃の練習の成果を
披露してみませんか。ダンス・歌・楽器の演奏など、
ジャンルは問いません。開催の日時など詳細は、申
込時に調整します。ロビー使用料は無料です。
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― フライパン ｄｅ 簡単サラダピザ  ―
今月のさ・し・よ・りレシピ

野
菜
の
効
果　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ 

６

Ｑ
．
野
菜
を
食
べ
る
と

　
　
　
　
　
　
ど
う
な
る
？

1 枚分　エネルギー 724 kcal　塩分  2.0 g 
調理時間　約 30 分

さしより野菜・たっぷり野菜プロジェクト Vol.6
ー野菜で免疫機能を高めようー

問　宇城市保健福祉センター  ☎ 32ｰ7100　

宇城市　サラダピザもしくはこちら
で検索⇒ 検索

　

ノロウイルスとは
　人の小腸粘膜で増殖するウイルスであるた
め、少量でも発症し、胃腸炎を起こします。感
染力がとても強いことが特徴です。

― ノロウイルスの感染 ―
　感染経路は
　食品からの感染
　　感染した人が調理などをして汚染された
　　食品を食べる
　　ウイルスが蓄積した二枚貝などを十分に
　　加熱せずに食べる
　人からの感染
　　感染した人の便や嘔

お う と

吐物のウイルスが手
　　などについて口から感染する二次感染や
　　飛

ひ ま つ

沫感染
　潜伏時間は
　　感染から発症まで24～48時間
　主な症状は
　　吐き気、嘔吐、下痢、腹痛、微熱
　　感染しても症状がない場合や軽い風邪の
　　ような症状の場合もあります

ノロウイルス食中毒を予防しよう
予防のポイントは

１．調理場所にウイルスを持ち込まない

　普段から食べ物や家族の健康に注意を払う
　症状があるときは食品を取り扱わない
　調理前の手洗い

２．ウイルスを付けない

　確実な手洗い
　調理器具の洗浄、消毒
　使い捨て手袋やマスクの装着

３．食品は加熱する

　85～90℃以上で90秒間以上の加熱

４．ウイルスを広げない

　トイレ後、清掃後の手洗い
　便、嘔吐物の適切な処理
　調理場所、トイレなどの清掃・消毒

　感染予防は手洗いが基
本です。日頃から、丁寧
な手洗いを心掛けましょ
う。また、消毒には塩素
消毒液が有効です。

　ノロウイルスによる食中毒は冬に多発し
ます。大規模な食中毒になりやすいため、
注意が必要です。

　エイズは、HIV というウイルスに感染して起
こる病気です。感染から発病まで、数年の潜伏
期があり、感染していても早期に発見し治療を
始めることで、発病を予防することができます。
検査は匿名です。この機会に検査を受けてみま
せんか。
日時　12月10日（月）～12日（水）
　　　午前9時～11時30分
※11日（火）のみ、午後1時30分～7時も実施

場所　県宇城保健所
検査方法　採血（検査時間は10～15分程度）
検査項目　HIV（エイズ）　費用　無料
申込方法　検査希望日の前日までに電話か窓口
　　　　　で予約してください。（土・日・祝
　　　　　日を除く）

※毎週火曜の午前中と第2火曜の午後5時
　～7時も検査を実施しています。

問　県宇城保健所
　　衛生環境課
　　☎32-1148ノロウイルスによる食中毒に注意冬 は特に！

エイズ検査を実施します
12月1日は「世界エイズデー」 問　県宇城保健所 保健予防課

　　☎32-1207

ほけん の ページ

10
月
に
開
催
し
た
団
体

・
不
知
火
町
上
区
／
仲
区
／
山
須
浦
区

・
松
合
小
学
校　
　
・
豊
野
町
南
山
崎
区 

・
小
川
町
寺
町
区　
・
食
と
モ
ノ
の
祭
典

・
松
橋
町
八
枚
戸
区

※
希
望
の
団
体
は
、
1
カ
月
前
ま
で
に
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
出
張
!!
さ
し
よ
り
野
菜
講
座
」

Ａ
．
免
疫
機
能
を
高
め
る
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。
野
菜
に
含
ま
れ

る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、
免
疫
機
能
を

高
め
風
邪
な
ど
の
感
染
症
を
予
防

す
る
ほ
か
、
体
を
ス
ト
レ
ス
か
ら

守
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
は
水
に
溶
け
や
す
い
の
で
、

野
菜
を
調
理
前
に
長
時
間
水
に
つ

け
た
り
せ
ず
、
短
時
間
で
さ
っ
と
火
を
通
し
、
少
し
か
た
め
の
状
態

で
加
熱
を
止
め
、水
さ
ら
し
な
ど
を
せ
ず
自
然
に
冷
ま
し
ま
し
ょ
う
。

ベ
ジ
１ワ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
レ
シ
ピ
募
集
！

　
さ
し
よ
り
野
菜
・
た
っ
ぷ
り
野
菜
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
第
４
弾
と
し
て
、
野
菜
を
使
用

し
た
レ
シ
ピ
を
募
集
し
て
い
ま
す（
募
集

期
限
12
／
28
㊎
）。
皆
さ
ん
の
家
庭
の
味

を
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
い
内
容

は
、
広
報
11
月
号
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

食とモノの祭典 来月から、新・展・開　お楽しみに♪

材料　1枚（25～30㎝）分

❶ [ ピザ生地☆ ] の材料をボウルに入れ、手でこね、ラッ
　プにくるんで 5 分程度なじませる。
❷ �[ トッピング ] の野菜は水洗いし、ブロッコリーはさっ

とゆがいて半分に切る。レンコンは皮をむき薄いイチョ
ウ切り、水菜、トマトは食べやすい大きさに切る。

❸�ベーコンは細切りにして炒め、レンコンもオリーブオイ
ルで炒めておく。

❹�フライパンに☆の生地を薄く延ばし、フォークで全面に
穴を開け、弱火で焼き色が付くまで両面を焼く。

❺�❹にドレッシングの半分を塗り、トッピングをのせ、最
後にドレッシングの残りと粉チーズをかけて完成。

作り方

作り方動画
はこちら⇒

市 公 式 キ ッ チ ン
cookpad（クックパッド）
はこちら⇒

　ブロッコリーやレンコンはビタミン C が豊富で、免疫機
能の向上が期待できます。ドレッシングは市販品でも OK。

レシピのポイント

[ ピザ生地☆ ]
薄力粉　90g
塩　　　少々
オリーブオイル 大さじ 1/2
水　　　45ml
[ トッピング ]
レンコン　60g（1/4 個）
オリーブオイル 大さじ 1
ベーコン　10g
水菜　　　40g（1/4 袋）
ブロッコリー　3 房
ミニトマト　4 個
粉チーズ　少々

[ シーザードレッシング ]
マヨネーズ（ハーフ）大さじ 2
牛乳　　　　　　　   大さじ 2
レモン汁　              小さじ 1
すりおろしにんにく 小さじ1/2
塩　　　　　　　　　少々
こしょう　　　　　　少々
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内  容 日  時 場  所 問い合わせ

夜間納税 毎週㊍17：15～19：00 
※祝日の場合は㊎

市役所1階　
債権管理課窓口

債権管理課
☎ 32－1497

人権・行政

  4 ㊋

13：00～16：00

豊野公民館

総務課
☎ 32－1798

  7 ㊎ 市役所新館1階 第1会議室
11 ㊋ 三角センター
14 ㊎ ラポート

行政 11 ㊋   9：30～12：00 松合出張所
12：30～15：30 不知火支所1階

人権 13 ㊍ 13：00～16：00 不知火公民館
福祉法律

相談 19 ㊌ 14：00～16：30 豊野公民館 社会福祉協議会
☎ 32－1316　　※ 相談は

年金
  4 ㊋ 10：00～15：00 市役所新館1階　

第1会議室
熊本東年金事務所　☎ 096－367－2503

18 ㊋ ※ 相談は　　　　　

消費生活
土・日
祝日

を除く
毎日

10：00～16：00 市役所新館1階
消費生活センター

消費生活センター
☎ 33－8277

高齢者

8：30～17：15

不知火支所2階
市地域包括支援センター

地域包括支援センター
☎ 25－2015　※電話相談は24時間対応在宅医療・介護

こども 不知火支所1階
児童福祉センター

児童福祉センター
☎ 33－1118

空き家
問題 12 ㊌ 13：00～16：00 市役所新館1階

第1会議室
まちづくり観光課
☎ 32－1906　毎月第2水曜開催

子育て支援センター名 日  時 イベント名
三角子育て支援センター 14 ㊎  10：30 親子クッキング

（みすみ保育園☎52－2108） 21 ㊎  10：30 クリスマス会
かもめ子育てひろば 13 ㊍ 10：30 ボディートーク

（かもめ保育園　☎33－6775） 20 ㊍ 10：30 クリスマス会
宇城市子育てひろば 12 ㊌ 11：00 制作あそび「紙皿を使ってこまを作ります」

（市不知火支所3階　☎32－1316） 14 ㊎ 10：30 ミニミニ講座「クリスマス会」

宇城市松橋子育て支援センター豊川  6 ㊍ 10：00 BeHappy 子育てルーム（専門相談日）

（豊川保育園　☎32－4343）  4 ㊋
18 ㊋ 11：00 ベビーイングリッシュ

豊福保育園子育て総合支援センター 10 ㊊ 10：30 音楽あそび
（豊福保育園　☎33－4500） 27 ㊍ 10：30 そがみまこさん（元 DOYO組）ミニコンサート　　　　
小川子育て支援センター 5 ㊌ 10：00 クリスマス制作

（白百合保育園　☎43－2072） 20 ㊍ 10：30 誕生会
豊野子育て支援センター 13 ㊍ 10：30 出前保育「カップケーキ作り」

（豊野保育園　☎45－3680） 21 ㊎ 10：30 育児講座「フラワーアレンジメント」

要予約

要予約

要予約

要予約
要予約

要予約

要予約

要予約

要予約
要予約

要予約

●こども健診・相談●子育て応援イベント

１歳6カ月健診　平成29年5月生まれ

  4 ㊋
13：00～13：15 宇

松橋
20 ㊍ 三角  不知火  小川  豊野

3・4カ月健診　平成30年8月生まれ

受付時間 場所 対象地区

19 ㊌
  9：00～  9：15

宇
松橋

12：45～13：00 不知火  小川  豊野

２歳歯科健診　平成28年8月生まれ

11 ㊋
13：00～13：15 宇

松橋
26 ㊌ 三角  不知火  小川  豊野

３歳健診　平成27年8月生まれ

  6 ㊍
12：45～13：00 宇

三角  不知火  小川  豊野
18 ㊋ 松橋

乳児健診　平成30年8月生・平成30年4月生まれ

12 ㊌ 13：15～13：30 三 三角

7カ月健診　平成30年4月生まれ

14 ㊎
12：45～13：00 宇

不知火  小川  豊野
21 ㊎ 松橋

●相談

受付時間 場所
12 ㊌

9：30～10：30
三

13 ㊍ 宇

健康相談

要予約

教室名 受付時間 場所
  4 ㊋ マタニティー

ボディートーク
10：00
教室開始 宇18 ㊋

20 ㊍ はじめまして離乳食 9：45～10：00

子育てに関する教室

場所
  4 ㊋

宇
  5 ㊌
11 ㊋
20 ㊍
26 ㊌

育児相談 要予約

12月のカレンダー
場所・問い合わせ
宇：宇城市保健福祉センター　☎32－7100
三：三角保健センター　　　　☎52－2311

●市税の納期限
集合税7期（固定資産税・市県民税・国民健康保険税）、固定資産税3期（法人・市外）　12月26日㊌

問 債権管理課　☎ 32－1497

受付時間 場所
4 ㊋

9：30～  9：45 宇
11 ㊋
18 ㊋
25 ㊋

母子手帳交付

◎母子健康手帳交付は、マイナンバーが必要です。
　都合が悪い場合は、平日の16時～17時にも交
　付できます。事前にお電話の上、お越しください。

◎保健師・栄養士が応じます

◎心理相談員が
　応じます

要予約

要予約
◎日程変更や中止になる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

要予約

●日曜・祝日当番医
◎�日曜・祝日当番医は変更になることがあります

ので、必ず電話で問い合わせてください。「熊
本医療ナビ」でも確認できます。

◎変更になることがありますので、必ず電話で問
　い合わせてください。「宇城薬剤師会」ホーム
　ページでも確認できます。

●日曜・祝日当番薬局
  2 日 松橋中央薬局

松橋
☎27-7337

  9 日

たんぽぽ薬局 ☎53-9565
オレンジ薬局 不知火 ☎33-6717
熊本南前薬局

松橋
☎25-2110

とよかわ薬局 ☎33-6530
16 日 良寛堂薬局 ☎32-0398
23 日 ミノリ調剤薬局 小川 ☎27-5448
24 月 竹中薬局 三角 ☎52-2551
29 土 さくら調剤薬局 松橋 ☎46-1472

  2 日
勝目眼科医院 三角 ☎52-3688
松橋耳鼻咽喉科・内科クリニック

松橋
☎33-4133

じょうどいクリニック ☎53-9517

9 日
きむら医院 不知火 ☎32-0437
坂口医院

松橋
☎32-0445

坂崎皮ふ科 ☎32-0166

16 日
勝目眼科医院 三角 ☎52-3688
熊本南病院

松橋
☎32-0826

城野内科医院 ☎32-5000

23 日
松合医院 不知火 ☎42-3445
土屋医院 小川 ☎43-0333
中村医院 松橋 ☎32-0722

24 月
池田胃腸科内科 三角 ☎52-2610
安武眼科医院 松橋 ☎32-0733

30 日
小篠内科医院 不知火 ☎33-1206
竹宮医院 松橋 ☎33-1122
ダイヤモンドシティクリニック 小川 ☎34-6071
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　住所、氏名、電話番号、掲載希望号、コメント
などをご記入の上、メール、FAX、郵送してくだ
さい。詳しくはお尋ねください。

このコーナーでは、みなさんからの笑顔・お便りなどをお待ちしています

広報紙の締切　2月号  12月25日㊋　3月号  2月1日㊎必着

こちらのコーナーも募集中！
 •  宇輝人
　  宇城市で輝いている人や伝統を受け継いでいる
　  人など。自薦他薦は問いません。
 •  くらしの情報　うきばさるこ♪
　  暮らしに役立つ情報やさまざまなイベント情報。
・  広報特派員リポート
　  宇城市の行事や魅力などをリポートしていただ
　  ける人。

募集

〒869-0592（住所不要）
宇城市役所　広報係
☎ 32ｰ1111　FAX 32ｰ2222
    koho@city.uki.kumamoto.jp
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ん
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ひろばふ　
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つ

市
長
コ
ラ
ム

vol.20

不
撓
不
屈
困
難
に
あ
っ
て
も
ひ
る
ま
ず
、

く
じ
け
な
い
こ
と
。

編
集
局
か
ら

▽�

平
成
最
後
の
年
末
に
昭
和
２
年

築
古
民
家
を
大
掃
除
。
窓
ガ
ラ

ス
を
拭
き
、
玄
関
を
片
付
け
、

靴
を
磨
き
ま
し
た
。
昔
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が
ら

の
正
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巾
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け
は
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ボ
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に
お
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せ
し
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し
た
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毎
日
愛
用
し
て
い
る
布
ぞ
う
り

は
、避
難
所
で
い
た
だ
い
た
も
の
。

先
日
、
取
材
先
の
イ
ベ
ン
ト
で

販
売
し
て
い
る
そ
の
方
を
発
見
。

３
年
越
し
に
お
礼
を
言
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こ
と

が
で
き
ま
し
た
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あ
ま
）
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い
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迎
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だ
さ
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街
な
か
図
書
館
の
皆

さ
ん
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人
生
経
験
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か
な
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を
聞
き
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も
っ
と
毎
日
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丁
寧

に
楽
し
く
過
ご
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
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ス
ノ
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）
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気
が
付
け
ば
12
月
。
今
年
は
、

後
厄
ら
し
い
こ
と
も
降
り
か
か

り･･･

か
え
っ
て
す
が
す
が
し

い
で
す（
笑
）。「
本
気
」の
忘
年

会
を
し
て
、
良
い
新
年
を
迎
え

た
い
と
思
い
ま
す
！�

（
て
こ
）

▽�

独
り
ド
ラ
イ
ブ
の
お
供
は「
耳

か
ら
読
書
」。
最
近
映
画
化
さ

れ
た
小
説
か
ら
話
題
の
ビ
ジ
ネ

ス
書
ま
で
。
毎
日
時
間
が
な
い

と
思
い
つ
つ
、
週
１
冊
は“
読

書
”し
て
い
ま
す
。��

（
だ
ご
）

皆さん
へ

　　今月も、
　すてきな笑顔と手紙が
届きました。
　皆さんの楽しそうな日
常を垣間見るようです。
　来月もどしどしご応募
　　くださいね。

　　くん（松橋町）

サッカー大好き。
12月には、試合に出ま～
す♪

智
と も や

哉

「色っぽすぎて食べられま
せん」

　　　　　　　　　　さん
（小川町）

くまモンばぁば

　　　ちゃん（松橋町）

ピアノが大好き。
発表会に向けて、練習中で

す！

友
ゆ い

彩
　今年の十五夜も、
わが家の前庭で綱引き
と相撲が行われました。
子どもたちの相撲を取る
ほほ笑ましい姿に、来年もにぎわ
うことを願うばかりです。

　　　　　　　　　さん（小川町）文殊のじいちゃん

　　  さん &　 　  さん
（小川町）

　

宇城市の野菜や加工品の

おいしさを届けています♪

百
も も か

家         飯
い い だ

田

　

早
い
も
の
で
、
年
末
の
ご
あ
い
さ

つ
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
時
期
に
な
り

ま
し
た
。
皆
さ
ま
は
、
こ
の
一
年
を

い
か
が
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
た
で

し
ょ
う
か
。
来
年
は
、
改
元
を
迎
え

る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
私
も
来
た
る

新
た
な
年
に
向
け
て
、
し
っ
か
り
と

準
備
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
市
で
は
、
多
様
な
働
き
方

の
推
進
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
そ
の

一
環
と
し
て
「
Ｉ
Ｔ
企
業
誘
致
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

10
月
23
日
に
は
、
全
47
都
道
府
県
や

海
外
4
カ
所
を
拠
点
に
中
小
企
業
や

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
に
対
し
、
人

事
評
価
制
度
の
構
築
・
運
用
を
行
う

「
株
式
会
社
あ
し
た
の
チ
ー
ム
」
と

い
う
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
、
事
業
所

開
設
に
係
る
基
本
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
同
社
は
、
今
年
４
月
に
市
が

開
設
し
た
「
宇
城
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
に
入
る
最
初
の

企
業
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
、
多
様

化
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た

働
き
方
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
“
ち
ょ
う

ど
い
い
”
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。 

　

10
月
18
日
、
私
の
母
校
で
あ
る
中

央
大
学
の
学
生
を
対
象
に
、
宇
城
市

の
課
題
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
特

別
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
次
世
代
の

ま
ち
づ
く
り
の
中
核
と
な
る
学
生
た

ち
と
、
地
方
公
共
団
体
の
今
後
に
つ

い
て
、建
設
的
な
意
見
交
換
が
で
き
、

私
自
身
も
大
い
に
刺
激
を
受
け
ま
し

た
。

　

魅
力
的
な「
宇

城
市
」
づ
く
り

の
た
め
に
、
ま

い
進
し
て
い
く

決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

登録も簡単で、
便利だよ！

宇城市の情報をお届けしています

情報メール

マチイロ

災害時には防災無線
の放送と同じ内容を
お送りしています。

スマートフォンで広
報紙を読むことがで
きます。

ＬＩＮＥ＠

Instagram

タイムラインにイベ
ント情報などを配信
しています。

宇城の魅力を世界へ
発信。皆さんの投稿
お待ちしています。
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